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『
日
に
新
た
に
、日
々
に
新
た
に
、

ま
た
日
に
新
た
な
り
』
こ
れ
が
滝
井

高
校
の
モ
ッ
ト
ー
で
す
。
我
々
教
職

員
一
同
、常
に
生
徒
の
た
め
に「
今
、

何
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
。
こ

れ
か
ら
何
を
す
べ
き
か
」
を
考
え
た

上
で
、
す
ば
や
く
行
動
を
起
こ
す
よ

う
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
＝
写
真

＝
に
お
い
て
も
同
じ
で
す
。
常
に
最

新
情
報
を
提
供
す
る
よ
う
心
が
け
て

い
ま
す
。
校
内
で
の
イ
ベ
ン
ト
等

は
必
ず
写
真
を
撮
り
、
で
き
る
限
り

即
日
ア
ッ
プ
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
在
学
中
の
生
徒

だ
け
で
な
く
、
卒
業
生
や
保
護
者
の

方
々
に
も
今
の
滝
井
高
校
を
実
感
し

て
い
た
だ
け
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

逆
に
「
情
報
を
早
く
発
信
し
な
い
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当
社
は
来
年(

＇09)

プ
レ
40
周
年
を
迎

え
、
今
や
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
38

局
国
内
最
大
の
音
声
メ
デ
ィ
ア
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
（JFN

）
と
な
り
ま
し
た
。
音

楽
専
門
局
で
あ
り
な
が
ら
、
全
国
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
メ
デ
ィ
ア
の
使
命
は
社
会
的

問
題
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
リ
ス
ナ
ー
と

一
緒
に
な
っ
て
問
題
解
決
を
行
い
地
域

社
会
の
為
に
、
少
し
で
も
役
に
立
て
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
10
月
よ
り
社
会
貢
献
「ST

O
P 

D
RU

N
K

 D
RIV

IN
G

」（
飲
酒
運
転
撲

滅
）
を
各
ワ
イ
ド
番
組
Ｄ
Ｊ
の
熱
い
声

援
を
も
と
に
展
開
し
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

の
集
大
成
と
し
て
の
イ
ベ
ン
ト
を
２
月

20
日
大
阪
城
ホ
ー
ル
で
、
12
組
の
ア
ー

チ
ス
ト
と
と
も
に
、
関
西
Ｔ
Ｖ
の
特
別

協
力
を
得
、
全
国
発
信
し
ま
し
た
。
こ

の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
発
端
と
な
っ
た
の

は
＇06
年
８
月
親
子
５
人
乗
り
の
乗
用
車

が
飲
酒
運
転
の
乗
用
車
に
追
突
さ
れ
、

欄
干
を
突
き
破
っ
て
約
15
メ
ー
ト
ル
下

の
博
多
湾
に
転
落
し
、
幼
い
３
人
の
子

供
が
な
く
な
っ
た
、
あ
の
忌
ま
わ
し
い

福
岡
の
で
き
ご
と
で
、
こ
の
事
件
は
全

国
に
深
い
悲
し
み
を
も
た
ら
し
ま
し

た
。
当
社
の
一
人
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

か
ら
「
何
か
我
々
に
出
来
る
こ
と
は
な

い
の
か
」
と
考
え
た
末
に
社
会
貢
献
活

動
「SD

D
 PRO

JECT

」
が
立
ち
上
が
っ

た
の
で
す
。
大
阪
の
企
業
が
中
心
と

な
っ
て
約
40
社
が
協
賛
し
、
内
閣
府
、

警
察
庁
、
国
交
省
、
法
務
省
、
大
阪

府
、
大
阪
市
、
な
ど
多
く
の
ご
後
援
を

得
、ST

A
RD

U
ST

 REV
U

E

、T
RF

、

M
A

X

、
馬
場
俊
英
、Every Little 

T
hing

、
小
柳
ゆ
き
、BoA

、m
ihim

aru 
G

T

、SunSet Sw
ish

、F
U

N
K

Y
 

M
O

N
K

EY
 BA

BY
S

、W
RECK

IN
G 

CREW
 O

RCH
EST

RA

、M
O

RT
A

L 
CO

M
A

BA
T

12
組
の
其
々
の
素
晴
し
い

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
。
全
員
で「
愛
の
歌
」

を
熱
唱
し
、
最
後
に
「IM

A
GIN

E

」
を

会
場
全
員
（
１
１
０
０
０
人
）
で
感
動

の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
活
動
が
評
価
さ
れ
て
か
ラ
イ

ブ
当
日
の
２
月
20
日
は
政
府
が
薦
め
る

「
生
活
安
心
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環

と
し
て
新
た
に
「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を

目
指
す
日
」
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
ド
ネ
ー
シ
ョ

ン
と
し
て
２
０
０
０
円
を
預
か
り
交
通

遺
児
育
成
基
金
に
全
額
寄
付
す
る
形
式

を
と
っ
た
こ
と
も
あ
り
こ
の
基
金
の
中

に
Ｓ
Ｄ
Ｄ
基
金
設
立
の
動
き
が
起
き
て

い
ま
す
。

　

一
つ
の
事
件
が
、
一
人
の
提
案
が
こ

こ
ま
で
大
き
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
な
っ

た
こ
と
。
一
人
一
人
が
無
理
を
せ
ず
出

来
る
こ
と
か
ら
始
め
る
社
会
貢
献
が
、

こ
ん
な
に
も
多
く
の
人
た
ち
の
心
を
動

か
し
た
こ
と
に
私
自
身
大
変
な
驚
き

直　

言

社
会
貢
献
「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
Ｄ
Ｒ
Ｕ
Ｎ
Ｋ

Ｄ
Ｒ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
Ｎ
Ｇ 

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
」(

飲
酒
運
転
撲
滅)

株
式
会
社
エ
フ
エ
ム
大
阪

　
　

代
表
取
締
役
社
長　

原
田　

久
夫

留学･研修レポート

大阪国際大学人間科学部 内田　麻美スポーツ行動学科３年次生

日本で学んだ経営方針や教育
　ネパールの人々に伝えたい

大阪国際大学経営情報学部 アリヤル スディプ３年次生

中国の〝アナログ〟に
　人と人の繋がりの強さを

　「予想外」これが今回の研修を思い返して一番に心に浮かぶ
言葉です。日本では考えられない出来事や、逆に日本がもっと
見習わなければならないこと、それらをたくさん発見できた２
週間でした。
　授業や日常生活の中で、師範大学の先生方や学生の皆さんに
は本当に良くしていただきました。学生の方は授業の前日、夜
遅くまで当日の準備のために時間を割いてお手伝いをしてくれ
ました。
　さまざまな授業を受けましたが、トレーニング法などの基礎
理論は本学で学ぶ内容とほとんど同じで、世界共通を実感する
と同時に、世界と日本の差はどこなのか？日本は今後何に重点
をおいて研究していくべきなのか？考えさせられました。東洋
医学や鍼灸の授業など興味深い授業が多々あり、もっと詳しく
勉強してみたいことばかりでした。
　中国では交通量が多く、街のあちこちに歩道橋が設けられて
います。それは日本の物と比べて段差も低く歩きにくい物でし
た。ある日、目にした光景は歩道橋でしんどそうに階段を降り
ている高齢者とそれを助ける中国の学生の姿でした。このよう
な行動が自然と起こるこの国を日本はもっと見習うべきだと思
います。その階段も足が上がりにくい高齢者のために考慮され
ているのでは？とも考えられます。何でも自動で便利な日本に
住む私たちにとって、「中国はアナログ」だと感じる場面は多々
ありましたが、そのアナログさが人と人との繋がりを強固にし
ているように感じました。
　「予想外」な出来事とともに、今まで噂先行でよく知らなかっ
た国を実際自分の目で確かめることができ、とても有意義な研
修でした。
( ２００８／３／２〜３／16、スポーツ行動学科海外研修２００８で

北京の首都師範大学・首都体育大学で研修)

　私は、母国では経営の他にインフォメーション　テクノロジ
(IT) にも興味を持っていましたので、日本へ入国後、日本語
学校を卒業し、大阪国際大学経営情報学部に編入学しました。
　私は、大阪国際大学での一年間で e- ビジネス、経営、サイバー
ビジネスのことはもちろん情報技術のこともしっかり学び、ま
た、我々の周りにある様々な RFID などを使用した技術等の仕
組みも学びました。セミナーでは CG や moodle の使い方も学
びました。
　私みたいな個人費用で勉強している留学生にたいして、ア
パートを探してくれたり保証人になってくれたり、困ったこと
なども解決方法を教えてくれたりして、大学生活を楽しく過せ
ています。
　これからの展望は、日々の勉強を通じて、より多くの知識を
吸収するとともに、大学院に進学して、一層、深い知識をきち
んと身につけて、日本だけでなく世界経済の情勢や情報技術に
ついても学びたいと思っています。
　大学院を卒業した後は、学んだことを十分に活かし、実際に
会社に入社して数年間働いた後にネパールに帰国して、日本で
培った知識や技術、経験に加えて会社で習得した経営ノウハウ
等をネパールの人々に教えていきたいと思います。
　そうすることでネパールの教育、経済、文化の向上につなが
ればいいと考えています。その後、ネパールでコンサルタント
として、日本で学んだ経営方針や教育等を伝えていく会社を経
営して、ネパールの情報技術や経済発展のために尽くしていき
たいと考えております。
（ネパール出身  ２００８ 年、大阪国際大学経営情報学部３年次に編入学）

ヘッドラインニュース
２００7年（平成19年）
10／27 大和田高 入試説明会(11／18)
10／28 大和田中 入試説明会(11／17)
11／5 大学<守口>  「シニアのためのメディカルフィットネス教室」(主催　

㈶枚方体育協会)にスポ行学科協力( ～12／17)
11／10 大学・短大 留学生と日本人学生、京都で交流ハイキング
11／10 大学・短大  天の川大清掃にワンダーフォーゲル部がボランティア参

加
11／10 短大  ひらかた市民合唱祭に幼保学生とOGのグループ「BANANAN-

femmini」が出演
11／14 大学・短大  FM-HANAKO 82.4MHz『プロムナード82.4』に女子ソフ

トボール部出演
11／18 大学・短大  本学芝グラウンドを会場に全国ジュニア・ラグビーフッ

トボール大会近畿予選。ラグビー部員がサポート
11／18 大学<守口>  国際コミ　髙橋尚美非常勤講師が出演のNHKワールド

TV『Begin Japanology』に出演(11／18関西での放送)
11／19 大学<枚方>  様々な学生支援の制度を紹介する「大学活用塾」(26)
11／20 大学<枚方> 天津の南開大学の李治安教授(歴史学)が講演
11／21 大学<守口>  国際コミ　高橋尚美非常勤講師が、守口市民教養講座『和

のこころを包もう！』で講師(12／12)
11／29 大学<枚方> イルミネーション点灯式
11／29 短大 「地域食育フォーラム　～アジアの食を知ろう～」
11／30 大学<守口>·短大 イルミネーション点灯式
11／30 大学<守口>･短大 教職員対象　消防訓練
12 女子大  卒業生・野崎悦子さん(帝国女子大家政学部家政学科1975

年卒)が、日本作詩大賞新人賞入選
12／１ 大学<守口>  国際コミ「国際社会と日本文化Ⅱ」と留学生別科「伝統

文化研究Ⅰ」合同、着物の着付け実習授業(担当　高橋尚
美非常勤講師)

12／２ 幼稚園 作品展
12／４ 大学・短大  FM-HANAKO 82.4MHz『もりかど探偵団』「検証　スキッ

プ」に陸上競技部が協力(放送2007／12／15)
12／5 大学・短大  教職員対象パワーポイント講習会で中村俊輔さん(大学院

経情博士課程３年次生)が講師
12／６ 大学<枚方>  キャンパスライフクリエイター、フォークソング部共同

企画　昼休みライブ
12／７ 大学<守口>  プレジデントムック『七緒』新春号「風呂敷があれば、う

まくゆく　新年だから、風呂敷包みでごあいさつ」に、国
際コミ　高橋尚美　非常勤講師が登場

12／７ 大和田中･高 教職員人権研修～「ITと中高生」
11／９ 短大 国際文化　西田金司非常勤講師が大阪府知事賞
12／10 滝井高 クリスマスツリーの集い
12／12 大学<枚方>  経情「セミナーⅠ」で京都教育大学附属京都小学校教

諭 岩澤吉隆さん(1994年経情卒)が講演
12／15 大学・短大  合唱部、鶴見老人保健施設ラガールでクリスマスコンサート
12／15 大学<守口>  国際コミ「国際社会と日本文化Ⅱ」、細見美術館でお茶会

体験の学外授業(担当　高橋尚美　非常勤講師)
12／15 滝井高 入試説明会
12／15 滝井高 クリスマスコンサート
12／15 滝井高  吹奏楽部、関西医科大学枚方病院クリスマスコンサート

で演奏
12／17 大学・短大 教職員対象ハラスメントに関わる研修会開催
12／17 短大 家政　淡川ゼミ、守口大根の収穫体験
12／18 滝井高  大阪国際学園前交差点クリスマス事。滝井高校から地元

町内会にベンチを寄贈。吹奏楽部の演奏など。北河内ケー
ブルネットでも放送

12／18 大和田中 English Festival
12／19 滝井高  吹奏楽部、守口市立やくもひがし幼稚園クリスマスコン

サートで演奏
12／19 大和田中 守口スポーツ・プラザでスケート講習
12／21 短大  音楽コース演奏会。北河内ケーブルネットでも放送
12／22 大学･短大／滝井高  国際コミ１　大野愛地さんとダンス部、滝井高校バレー

ボール部が、FM-HANAKO 82.4MHz『もりかど探偵団』
年末特番に出演。

12／22 大学<枚方>  江田皓哉さん(大学院総社)、DEEP PROTECT IMPACT 
in OSAKA(総合格闘技)で勝利

12／22 滝井高 吹奏楽部、牧病院クリスマスコンサートで演奏
12／24 滝井高  滝井高校・守口市立第四中学校吹奏楽部クリスマスコン

サート
12／26 大学<枚方>  中学ラグビー枚方総体新人大会　枚方キャンパス人工芝

グラウンドで開催。ラグビー部員がサポート
12／26 大和田高 山形市蔵王温泉スキー場でスキー講習会( ～28)

２００８年（平成２０年）
１／７ 学園 新年互礼会＆永年勤続表彰
１／９ 大学<守口>･短大 自動体外除細動器(AED)使用講習会
１／12 大学<枚方>  登島隆之さん(大学院総社)が「第24回土光杯全日本学生

弁論大会」に３回目の出場
１／12 短大 家政科「給食管理実習Ⅱ」校外実習報告会実施
１／14 学園  滝井・大和田・国際大合同演奏会ブロッサムコンサート
１／15 大学・短大  語学教育センター公開セミナー「アジア流通言語として

の英語」
１／17 大学<守口>  FM-HANAKO 82.4MHz　阪神淡路大震災の日　特別番組

『緊急地震速報を生かすために』で、心理コミ　長澤彰
彦教授がコメンテーター

１／20 大学<枚方> 現代社会学部情報デザイン学科のブログがスタート
１／23 大和田高 ３年芸術鑑賞『オペラ座の怪人』
１／25 大学<枚方> 団体献血に38人が協力
１／26 滝井高  私立学校優秀クラブ指導者表彰体育・スポーツの部でバ

レーボール部　才﨑哲次監督が表彰
１／30 大和田高 コーラス大会
１／30 大学<守口>  「びわ湖大学駅伝」写真コンテストで間壁　恵さん(スポ

行２)が入選！
１／31 滝井高 寒中マラソン大会
２／１ 大学・短大  留学生別科後期修了式及び単位認定書授与式、修了パー

ティ

２／１ 大学<守口>  男女共同参画フェスティバル　藤木高嶺名誉教授の講演
会「ハッと驚け！感激を忘れるな」～秘境一筋　極上人
生～、マイライフ新聞に掲載( ３／ １)

２／２ 大学<枚方> 模擬株主総会
２／２ 大和田高 カルタ大会
２／２ 大和田高 大和田数学オリンピック
２／２ 大和田高  高校総体スキー大阪府選手団(アルペン競技)に上江洲美樹

さん( １年生)( ～６)
２／２ 幼稚園 豆まき
２／３ 短大  家政１　杦本里沙さん、ボクシング近畿女子選抜選手権

２連覇!!ピン級(46キロ以下)
２／5 大和田中 総合音楽選択：コンサート「Step by step」
２／７ 短大 併設校入学前指導懇談会
２／９ 短大  幼保　實野みどり准教授がFM HANAKO 82.4MHz『も

りかど探偵団』「学校のちょっとした謎」特集で、授業の
ベルの由来などについて解説

２／10 滝井高･大和田中･高  滝井高校吹奏楽部、大和田中・高ブラスバンド部、守口
市民音楽祭ハローフェスティバルに参加

２／13 短大 家政科「バレンタインデーのお菓子作り」(14)
２／13 滝井高 春の高校バレー壮行試合開催、シーガルズも激励に！
２／14 大学<守口>  「国際親善女子車椅子バスケットボール大阪大会」で網本

麻里選手(スポ行１)が活躍！
２／15 大学<守口>  今川恵里加さん(心理コミ２)、国体冬季大会スキー競技

　鳥取県代表選手として派遣！
２／15 短大 第22回音楽コース卒業演奏会
２／15 短大 愛知大学短期大学部との相互評価を実施
２／17 大学<守口>･短大  第６回全日本女子アマチュアボクシング大会で杦本里沙

さん(家政１)ピン級(46キロ以下)準優勝。好川菜々さん
(国際コミ2001年卒)ライトバンタム級優勝。

２／19 大学<守口>  ユーシン精機　代表取締役社長　小谷眞由美氏(帝国女子
大学家政学部1969年卒で学園評議員)、摂南大学・日経連
携講座で講演で、日経新聞記事広告に登場

２／19 短大  家政科１回生合同セミナーで「風呂敷の歴史・使い方」
講演会

２／20 大学<守口>  大野愛地さん(ダンス部、国際コミ１)出演の『Battle Of 
The Year：2007：Final』DVD発売

２／20 大学<守口>  白石桔梗さん(国際コミ)、シンガーソングライターとし
て大手レコード会社GIZAからデビュー

２／20 大和田中 ３年バスケットボール大会
２／20 大和田中 ３年カルタ会
２／21 大和田中 クラス対抗、３年かるた大会実施
２／23 幼稚園 生活発表会
２／26 大和田中 『週刊教育PRO』「学校訪問」コーナーに登場
２／27 大学<守口>･短大 リーダーシップトレーニング
２／27 大学<守口>  日本バレーボール協会　第４回ユニバ女子国内強化合宿

に安井彩乃選手(スポ行１)が参加( ～３／２)
１／27 大学<守口>  大阪国際女子マラソン併催イベント・大阪ハーフマラソン

で庶務課(守口)杉浦宏章係員が自己ベストを更新
２／27 大和田中 ３年生を送る会
２／28 大学<枚方>  大学院経情博士課程公聴会。小谷直也さんと中村俊輔さ

んが発表
２／28 大学・短大 国際交流センタープログラム海外研修、続々出発
２／28 大学<守口>  新企画！心理コミュニケーション学科　海外メディア・

ファッション研修( ～３／６)
２／29 滝井高  バレーボール部、春の高校バレー全国大会出場で守口市

長、教育長を表敬訪問。大阪日日サイトにも掲載
３／８ 滝井高  バレーボール部、ケーブルテレビ出演『週刊北河内ニュー

ス』『まいどわいど！わが街ねっとわーく』( ～16)
３／２ 大学・短大  ダ ン ス 部 主 催　O.I.U DANCE FESTIVAL♪ DANCE 

SHOW ♪ ～地域の子どもたちとのダンス教室～地域の
子どもたちや他大学と交流。ダンスショーとワークショッ
プから成る初めての試み

３／３ 大学<枚方> 枚方キャンパス　リーダーズトレーニング開催( ４)
３／６ 幼稚園･短大 お別れ会　親子でクッキー作り、短大家政科が協力( ７)
３／８ 大学・短大  O.I.U DANCE FESTIVAL ♪ DANCE SHOW ♪、ケー

ブルテレビで放送( ～14)
３／８ 大和田中 ３年生、オーストラリア研修旅行へ
３／11 大和田中 スキー講習( ～15)
３／12 短大  幼保　中川保子准教授企画、『中川保子の絵本をつくろう

～コンサートから絵本が生まれる～絵本を歌うvol.3』
３／16 大学<守口>  国際コミ４年次生の王　栄さん、竹味佑里子さんが近畿

民俗学会三月例会で発表
３／16 滝井高 吹奏楽部、 第15回ニューサウンドコンサートに出演
３／17 滝井高  毎日放送『ちちんぷいぷい』「卒業式に行こッ！」で岡山シー

ガルズに入団の東谷幸子選手が登場。卒業式やバレーボー
ル部卒業パーティの様子も放送

３／19 大学・短大  ヘッドスピンギネス記録保持者　大野愛地さん、『マッス
ルミュージカル』に出演！ ( ～４／６)

３／23 大学・短大  春のオープンキャンパス開催。枚方キャンパスでは、和
泉　修客員教授の記念講演も実施

３／29 大学・短大  ヘッドスピンギネス記録保持者　大野愛地さん、『スー
パーチャンプル』(中京テレビ)に出演( ４／5)

３／29 大学<守口>  心理コミ　森上幸夫准教授、FM-HANAKO (82.4MHz)
『もりかど探偵団』「涙と別れ」テーマで出演

４／１ 学園  新入教職員辞令交付式・オリエンテーション・歓迎懇親会
４／5 大学<枚方>  新入生オリエンテーションでフレッシュマンキャンプや

映画会開催( ～８)
４／７ 大学<守口>･短大 新入生学外オリエンテーション( ～８)
４／17 大和田中･高 避難訓練
４／19 大和田中･高 ブラスバンド部の定期演奏会「第15回Spring Concert」
４／19 大学･短大  ヘッドスピンギネス記録保持者　大野愛地さん、B'zのラ

イブでバックダンサー !!
４／22 大学<枚方>  和泉　修　客員教授　第１回特別講義「－吉本興業的大

学の過ごし方について－」
４／23 大学<枚方> 国内留学制度説明会

と
、
改
め
て
教
え
ら
れ
た
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。「
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
一

刻
も
早
く
終
え
る
よ
う
に
…
…
」
祈
り

を
込
め
て
来
年
も
続
け
よ
う
と
思
い
ま

す
。
皆
さ
ん
も
Ｆ
Ｍ
大
阪
の
番
組
を
聴

い
て
い
た
だ
き
、
イ
ベ
ン
ト
に
も
参
加

し
て
、
一
緒
に
新
た
な
感
動
を
共
有
で

き
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
若
い
学
生
の
方
々
へ
私
の
一

言
〝
ク
レ
ー
ジ
ー
な
人
に
な
っ
て
く
だ

さ
い
！
〟

「
こ
の
世
の
中
、
ク
レ
ー
ジ
ー
な
人
た

ち
が
い
る
。
彼
ら
は
規
則
を
嫌
い
、
現

状
を
肯
定
し
な
い
。
物
事
を
ま
る
で
違

う
目
で
見
る
人
た
ち
だ
。
人
の
心
を
癒

し
、
奪
い
立
た
せ
て
く
れ
た
。
彼
ら
は

人
間
を
前
進
さ
せ
た
の
だ
。
彼
ら
は
人

と
違
っ
た
発
想
を
す
る
。
そ
う
で
な
け

れ
ば
、
何
も
な
い
キ
ャ
ン
バ
ス
の
上
に

芸
術
作
品
は
見
え
て
く
る
だ
ろ
う
か
？

静
寂
の
中
に
、
今
ま
で
に
無
い
音
楽
が

聞
こ
え
て
く
る
だ
ろ
う
か
？
自
分
が
世

界
を
変
え
ら
れ
る
と
本
気
で
信
じ
る
人

た
ち
こ
そ
が
、
本
当
に
世
界
を
変
え
て

い
る
の
だ
か
ら
。」

（
ア
ッ
プ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
再
出

発
の
強
烈
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
好
き
だ
か

ら
紹
介
し
ま
す
）

滝
井
高
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

常
に
最
新
情
報
を
提
供

中
学
生
に
も
分
か
り
や
す
く

と
意
味
が
な
い
」
と
さ
え
考
え
て
い

ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
鮮
度
が
命

で
す
か
ら
。

　

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
新
し

い
情
報
を
掲
載
す
る
こ
と
は
、
ア
ッ

プ
デ
ー
ト
情
報
を
校
外
に
発
信
し
、

本
校
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に

も
役
立
っ
て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
は
「
滝
井
高
校
を
志
望
す
る
中
学

生
」
も
見
て
い
ま
す
。
数
年
前
ま
で

な
ら
中
学
生
が
パ
ソ
コ
ン
を
使
う
こ

と
は
少
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
で

は
多
く
の
中
学
生
が
自
宅
に
パ
ソ
コ

ン
を
有
し
て
お
り
、
パ
ソ
コ
ン
を
通

じ
て
情
報
を
や
り
と
り
し
て
い
る
か

ら
で
す
。

　

例
え
ば
、
先
般
毎
日
放
送
の
『
ち

ち
ん
ぷ
い
ぷ
い
』
と
い
う
番
組
で
滝

井
高
校
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
時
に

は
、
放
送
終
了
後
１
時
間
以
内
に

ビ
ッ
ク
リ
す
る
ほ
ど
の
ア
ク
セ
ス
数

を
記
録
し
ま
し
た
。

　

そ
う
い
う
こ
と
も
あ
り
、
今
で
は
本

校
へ
の
資
料
請
求
等
は
、
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
本
校
で
は
中
学

生
に
も
分
か
り
や
す
い
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
作
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
在
・
卒
業
生
の
方
々

及
び
〝
将
来
の
滝
井
高
校
生
達
〟
に

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
目
指
し
ま
す
の
で
、
今
後
と
も

滝
井
高
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

(

滝
井
高
校　

募
集
部　

橋
本　

光
央)



大
学
院
経
営
情
報
学
研
究
科

陳　

鴻
輝　

（
指
導
教
員　

中
井　

哲
夫)

「
ア
ジ
ア
に
お
け
る
漢
字
標
準
化
と

そ
の
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
の
構
築
」

「
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
は
元
々
容
量

が
限
ら
れ
て
い

る
た
め
、
漢
字

に
つ
い
て
は
異

体
字
や
非
常
用
漢
字
を
犠
牲
に
し
、

常
用
漢
字
し
か
使
わ
れ
な
い
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
漢
字
の

造
語
力
は
決
し
て
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト

系
よ
り
劣
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は

な
く
、
無
限
の
可
能
性
の
あ
る
漢
字

の
た
め
に
、
新
た
な
技
術
が
必
要
で

す
」
と
考
え
た
陳
さ
ん
は
、
ウ
ィ
ン

ド
ウ
ズ
シ
リ
ー
ズ
の
Ｏ
Ｓ
（
主
に
Ｘ

Ｐ
シ
リ
ー
ズ
）
で
漢
字
を
ビ
ジ
ュ
ア

ル
に
簡
単
に
作
れ
、
異
な
っ
た
ウ
ィ

ン
ド
ウ
ズ
Ｏ
Ｓ
で
、
例
え
ば
中
国
語

版
（
簡
体
字
バ
ー
ジ
ョ
ン
や
繁
体
字

バ
ー
ジ
ョ
ン
を
含
む
）
な
ど
も
正
確

に
表
示
で
き
る
「
漢
字
造
字
シ
ス
テ

ム
／
ツ
ー
ル
」
を
開
発
す
る
こ
と
を

目
指
し
た
。

　
「
元
々
文
系
を
専
攻
し
て
き
た
の

で
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
知
識
は
ほ
と
ん

ど
な
く
、
し
か
も
大
量
の
文
字
画
像

を
使
う
こ
と
に
な
る
た
め
デ
ザ
イ
ン

や
Ｄ
Ｔ
Ｐ
の
領
域
の
知
識
も
要
求
さ

れ
ま
し
た
。
幸
い
本
研
究
科
の
先
生

方
の
親
切
な
指
導
の
お
か
げ
で
分
か

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

ゼ
ミ
や
講
義
だ
け
で
な
く
日
常
生
活

で
も
次
々
と
私
の
興
味
を
か
き
立
て

る
よ
う
な
ご
指
導
・
ご
助
言
を
し
て

く
だ
さ
っ
た
中
井
哲
夫
教
授
と
交
流

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
様
々
な
新
し

い
発
想
が
生
ま
れ
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
完
成
さ
せ
、
つ
い
に
修
士
論
文

も
仕
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

と
感
謝
す
る
陳
さ
ん
。

　
「
大
学
院
で
は
、
単
に
研
究
だ
け

で
な
く
、
色
々
な
人
と
の
出
会
い

に
よ
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
を
強
化
さ
せ
、
様
々
な
課
題
を
や

り
遂
げ
る
こ
と
で
成
長
も
で
き
ま
し

た
。
帰
国
後
は
、
研
究
を
生
か
し
翻

訳
や
教
育
関
係
の
仕
事
に
就
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
日
本
の
優
秀

な
と
こ
ろ
を
大
勢
の
人
々
に
紹
介

し
、
世
界
の
国
々
の
そ
れ
ぞ
れ
の
文

化
を
重
ん
じ
、
よ
り
ハ
ー
モ
ニ
ー
な

世
界
を
築
き
た
い
と
考
え
ま
す
」。

大
学
院
総
合
社
会
科
学
研
究
科

出
嶋　

貴
志　

(

指
導
教
員　

奥　

正
嗣)

「
違
憲
審
査
制—

憲
法
保
障
と
人
権

保
障
の
在
り
方—

」　

大
学
院
に
入

学
し
て
以
来
、

憲
法
を
中
心
に

学
ん
で
き
た
出

嶋
さ
ん
は
、
１ 

９
９
４
年
の
読
売
新
聞
社
の
「
憲
法

改
正
試
案
」
や
各
党
の
憲
法
改
正
案

に
お
い
て
、「
司
法
」
の
章
に
、
ド

イ
ツ
の
憲
法
裁
判
を
例
と
す
る
制
度

を
導
入
し
よ
う
と
す
る
も
の
が
見
ら

れ
る
こ
と
に
関
心
を
持
ち
、
日
本
に

お
け
る
現
在
の
違
憲
審
査
制
の
在
り

方
、
違
憲
審
査
制
の
活
性
化
に
つ
い

て
考
え
る
に
至
っ
た
。

　

違
憲
審
査
制
に
つ
い
て
の
憲
法
制

定
当
時
か
ら
今
日
ま
で
の
様
々
な
議

論
お
よ
び
判
例
を
今
一
度
分
類
・
整

理
し
、併
せ
て
、ド
イ
ツ
・
カ
ナ
ダ
・

フ
ラ
ン
ス
な
ど
、
諸
外
国
の
法
制
度

の
新
た
な
展
開
も
視
野
に
入
れ
な
が

ら
、
日
本
の
違
憲
審
査
制
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
で
あ
ろ
う
提
案
を
行
っ

た
。

　
「
資
料
集
め
か
ら
書
上
げ
ま
で
の

間
、
戦
後
初
期
か
ら
現
在
ま
で
の
学

説
、
諸
外
国
の
法
制
度
の
展
開
に
対

す
る
理
解
に
力
を
入
れ
、
自
説
の
主

張
に
対
す
る
反
対
説
へ
の
反
論
に
苦

労
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
苦
労
し
た

甲
斐
が
あ
り
、
書
上
げ
後
、
２
年
間

指
導
し
て
い
た
だ
い
た
奥
教
授
か
ら

『
良
い
論
文
』
と
言
わ
れ
、
口
頭
試

問
を
終
え
た
今
で
は
と
て
も
爽
快
な

気
分
で
す
」
と
振
り
返
る
。

　
「
就
職
後
も
、
違
憲
審
査
制
の
分

野
、
他
の
分
野
に
つ
い
て
、
個
人
的

に
研
究
を
続
け
る
つ
も
り
で
す
」
と

意
欲
的
だ
。

経
営
情
報
学
部
経
営
情
報
学
科

橋
川　

壮
平　

(

指
導
教
員　

中
野　

健
秀)

「
大
東
市
と
東
大
阪
市
に
お
け
る
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
立
地
環

境
」

　

私
達
の
生
活

に
お
い
て
、
欠

か
せ
な
い
も
の

と
な
っ
て
い
る

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
。
し
か
し
こ
こ
数
年
は
厳

し
い
経
営
環
境
に
あ
り
、
そ
の
背
景

に
は
、
立
地
環
境
と
い
う
要
因
が
あ

る
と
い
う
。

　
「
も
っ
と
利
用
客
を
見
込
め
る
場

所
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
な

ぜ
こ
の
場
所
に
コ
ン
ビ
ニ
は
建
っ
て

い
な
い
の
だ
ろ
う
か
な
ど
考
え
、
次

第
に
コ
ン
ビ
ニ
は
い
っ
た
い
ど
の
よ

う
な
場
所
に
多
く
立
地
し
て
い
る
の

か
、
活
気
の
あ
る
コ
ン
ビ
ニ
、
潰
れ

て
し
ま
っ
た
コ
ン
ビ
ニ
の
立
地
は
ど

の
よ
う
な
場
所
な
の
か
に
疑
問
を
持

つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と
い
う
橋

川
さ
ん
。

　

地
元
大
東
市
お
よ
び
東
大
阪
市
の

１
５
０
件
の
コ
ン
ビ
ニ
を
一
件
一
件

調
査
し
て
回
り
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
で
緯
度
・

経
度
を
測
定
。
設
備
（
ト
イ
レ
、
駐

車
場
の
有
無
な
ど
）
を
調
査
し
、
多

く
の
デ
ー
タ
を
得
た
。

　
「
実
際
に
足
を
運
ぶ
こ
と
に
よ
り

市
販
の
地
図
上
で
は
見
え
て
こ
な

い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
ま
た
カ

シ
ミ
ー
ル
３
Ｄ
（
地
図
３
Ｄ
の
総
合

ソ
フ
ト
）
で
地
図
を
作
成
す
る
こ
と

に
よ
り
コ
ン
ビ
ニ
を
主
と
し
た
地
図

が
出
来
、
分
布
の
偏
り
や
密
集
度
合

が
見
出
せ
、
両
市
の
立
地
の
特
徴
、

設
備
の
違
い
、
周
辺
環
境
の
違
い
な

ど
の
結
果
を
得
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。

　

１
５
０
件
も
の
コ
ン
ビ
ニ
を
調
査

す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
く
、
苦
労

の
連
続
で
し
た
が
、
そ
の
分
、
自
分

で
も
納
得
で
き
る
良
い
研
究
が
出

来
、
大
い
に
達
成
感
を
味
わ
え
ま
し

た
」
と
成
果
に
満
足
。

　
「
更
に
売
上
や
来
客
数
、
周
辺
道

路
の
交
通
量
、
最
寄
駅
の
利
用
者
数

な
ど
具
体
的
な
数
字
を
手
に
入
れ
る

こ
と
に
よ
り
、
よ
り
良
い
研
究
が
出

来
る
と
思
う
の
で
、
是
非
中
野
ゼ
ミ

の
後
輩
に
は
今
回
取
得
し
た
デ
ー
タ

を
も
と
に
、
更
に
詳
し
く
研
究
を
し

て
も
ら
い
た
い
と
切
に
願
っ
て
い
ま

す
」
と
後
輩
た
ち
に
エ
ー
ル
を
贈
っ

て
い
る
。

法
政
経
学
部
法
政
経
学
科

大
草　

快
貴　

(

指
導
教
員　

奥　

正
嗣)

「
国
家
補
償
の
諸
問
題

－

国
家
補
償

は
ど
う
あ
る
べ
き
か

－
」

　

法
律
特
別

コ
ー
ス
で
、
行

政
法
の
分
野
に

興
味
を
持
っ
た

大
草
さ
ん
。

　
「
薬
害
肝
炎
訴
訟
を
め
ぐ
る
動
き

が
連
日
報
じ
ら
れ
る
中
で
、“
国
家

の
責
任
”が
大
き
く
問
わ
れ
て
お
り
、

被
害
が
発
生
し
た
場
合
の
国
の
対
応

や
、
そ
の
後
の
対
策
に
疑
問
を
感
じ

ま
し
た
」。

　

国
家
賠
償
お
よ
び
損
失
補
償
に
つ

い
て
著
名
な
裁
判
例
を
取
り
上
げ
な

が
ら
検
討
。
ま
た
、
そ
の
谷
間
の
存

在
と
い
う
諸
問
題
を
挙
げ
、
報
道

さ
れ
て
い
る
薬
害
肝
炎
訴
訟
等
に
触

れ
、
今
後
の
国
家
補
償
に
つ
い
て
考

え
た
。

　
「
判
例
や
条
文
な
ど
、
一
つ
の
側

面
に
こ
だ
わ
る
の
で
は
な
く
、
被
害

者
側
や
国
側
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
切
り

口
か
ら
検
討
、
限
ら
れ
た
字
数
に
要

点
や
自
分
の
思
い
を
ま
と
め
る
こ
と

が
大
変
で
し
た
」
と
大
草
さ
ん
。

　
「
研
究
を
通
し
て
、
多
く
の
事
件

に
触
れ
ま
し
た
。
国
家
補
償
と
い
う

制
度
は
一
見
、
被
害
者
救
済
に
良
い

も
の
に
映
り
ま
す
が
、
複
雑
な
社
会

に
な
っ
て
い
く
中
で
、
カ
バ
ー
で
き

な
い
部
分
が
広
が
っ
て
い
る
。
被
害

を
う
け
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
何

も
救
わ
れ
な
い
と
い
う
ケ
ー
ス
が
多

い
ん
で
す
。

　

い
つ
自
分
た
ち
が
被
害
者
側
に
な

る
か
わ
か
ら
な
い
。
そ
の
場
面
に
遭

遇
し
た
と
き
、
今
の
法
制
度
で
は
確

実
に
救
済
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は

難
し
い
。
法
律
に
よ
っ
て
救
済
で
き

な
い
場
合
、
行
政
の
積
極
的
な
対
応

が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
感
じ
ま
し

た
。」

　

現
在
は
、
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
へ
の
進

学
を
目
指
し
て
勉
強
中
。

　
「
法
の
世
界
へ
入
り
、
あ
ら
ゆ
る

事
件
の
被
害
者
救
済
に
力
を
注
ぎ
た

い
と
思
い
ま
す
。
法
律
を
い
つ
使
う

か
、
ど
の
よ
う
に
使
う
か
は
自
分
の

考
え
方
ひ
と
つ
。
法
律
は
六
法
全
書

の
中
に
あ
る
が
、
そ
の
中
に
は
必
ず

人
が
存
在
す
る
。
講
義
や
卒
論
を
通

し
て
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
て
、
い

ろ
い
ろ
な
人
の
立
場
に
た
っ
た
考
え

方
、
あ
ら
ゆ
る
側
面
か
ら
物
事
を
見

て
判
断
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
」
と
語
っ
て
く
れ

た
。

人
間
科
学
部
心
理
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
学
科

福
間　

美
保　

(

指
導
教
員　

森
上　

幸
夫)

「
海
外
渡
航
経
験
に
お
け
る
価
値
観

の
変
容
の
研
究
」

　

卒
業
研
究
の

テ
ー
マ
が
な
か

な
か
決
ま
ら
ず

悩
ん
で
い
た

時
、
な
ん
と
地

球
一
周
の
旅
に
出
る
こ
と
に
し
た
福

間
さ
ん
。

　
「
私
に
と
っ
て
海
外
渡
航
は
、
未

知
の
世
界
を
肌
で
感
じ
ら
れ
る
と
い

う
こ
と
。
自
分
の
中
の
真
っ
白
な
部

分
が
埋
ま
っ
て
い
く
感
覚
が
と
て
も

好
き
で
、
そ
れ
が
自
分
の
『
価
値
観

の
変
化
』
に
大
き
く
関
わ
っ
て
き
た

も
の
だ
と
考
え
て
い
た
の
で
、
今
回

の
大
き
な
海
外
渡
航
を
す
る
に
あ
た

り
、
ぜ
ひ
そ
の
テ
ー
マ
で
調
べ
て
み

た
い
と
思
い
ま
し
た
」。

　

海
外
渡
航
に
対
す
る
期
待
は
何
に

よ
っ
て
達
成
さ
れ
た
り
満
た
さ
れ
た

り
す
る
の
か
、
ま
た
そ
の
経
験
は

我
々
の
価
値
観
に
ど
ん
な
影
響
を
お

よ
ぼ
す
の
か
？
福
間
さ
ん
は
、
そ

れ
を
検
討
す
る
た
め
、
地
球
一
周

１
０
３
日
間
の
船
旅
に
参
加
し
た
54

人
を
被
調
査
者
と
し
、
質
問
紙
調
査

を
行
っ
た
。

　
「
価
値
観
と
い
う
非
常
に
あ
い
ま

い
な
世
界
を
ど
う
引
き
出
す
か
。
変

化
を
自
分
で
わ
か
っ
て
い
る
人
も
い

れ
ば
、
他
人
に
言
わ
れ
て
気
づ
く
人

も
い
ま
す
。
言
葉
で
言
い
表
せ
ら
れ

る
人
も
、
そ
う
で
な
い
人
も
い
る
は

ず
な
の
で
、
自
由
記
述
の
質
問
を
多

く
作
成
し
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
価

値
観
の
変
化
に
つ
い
て
捉
え
よ
う
と

し
ま
し
た
」。

　

多
様
な
回
答
結
果
を
得
て
福
間

さ
ん
は
、「
価
値
観
と
は
、
何
に
ど

う
い
う
価
値
を
認
め
る
か
と
い
う
判

断
。
そ
の
あ
い
ま
い
な
世
界
を
、
強

い
刺
激
に
よ
り
変
化
さ
せ
、
自
ら
が

決
め
た
価
値
あ
る
存
在
に
近
づ
く
た

め
に
、
人
は
、
海
外
渡
航
と
い
う
ひ

と
つ
の
手
段
を
用
い
て
い
る
と
言
え

る
の
で
は
な
い
か
」
と
考
察
す
る
。

　

在
学
中
か
ら
絵
は
が
き
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
と
し
て
活
動
し
て
い
た
福
間
さ

ん
。
卒
業
後
も
絵
本
作
家
と
い
う
夢

に
向
か
う
活
動
を
、
仕
事
と
両
立
さ

せ
な
が
ら
続
け
る
と
い
う
。

人
間
科
学
部
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
学
科

川
崎　

秋
子　

(

指
導
教
員　

P
. J. H

aw
kes)

「M
em

oirs of a G
eisha

の
翻
訳

に
お
け
る
同
化
の
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
」

　

様
々
な
ジ
ャ

ン
ル
に
お
け
る

翻
訳
を
研
究
す

る
ホ
ー
ク
ス
ゼ

ミ
で
、
川
崎
さ

ん
は
、
芸
者
や
京
都
の
街
を
舞
台
に

し
た
『M

em
oirs of a Geisha

』

と
そ
の
日
本
語
訳
で
あ
る
『
さ
ゆ

り
』
を
比
較
し
、
英
語
で
表
現
さ
れ

た
日
本
独
特
の
文
化
や
表
現
な
ど

が
、
日
本
語
に
訳
さ
れ
る
時
に
ど
の

よ
う
な
同
化
の
方
法
が
と
ら
れ
て
い

る
か
を
分
析
し
た
。

　
「
著
者
が
ア
メ
リ
カ
人
で
、
10
年

近
く
の
歳
月
を
か
け
て
書
き
上
げ
た

作
品
と
い
う
点
に
も
魅
力
を
感
じ
ま

し
た
。
同
化
の
パ
タ
ー
ン
を
考
え
る

時
に
、
従
来
の
研
究
を
参
考
に
し
な

が
ら
も
、
日
本
語
で
表
現
さ
れ
た
日

本
文
化
で
は
な
く
、
英
語
で
ま
ず
表

現
さ
れ
た
も
の
を
日
本
語
訳
す
る
と

い
う
従
来
と
は
逆
の
パ
タ
ー
ン
で
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
最
初
は
戸
惑

い
ま
し
た
。

　

最
初
は
三
つ
の
分
類
に
分
け
て
分

析
し
て
い
ま
し
た
が
、
例
外
が
出
て

き
て
し
ま
い
、
新
た
に
分
類
を
四
つ

に
決
め
直
し
た
こ
と
も
、
苦
労
し
た

点
で
す
」
と
川
崎
さ
ん
。

　

分
析
の
結
果
、
原
文
の
表
現
を
訳

文
で
は
違
う
言
い
方
で
代
用
す
る
と
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〝
卒
業
研
究
〟
学
び
の
集
大
成

19
年
度 

大
学
院
と
大
学
各
学
部
生

　

19
年
度
卒
業
研
究
が
大
学
院
各
研
究
科
、
大
学
各
学
部
学
科
で
提

出
さ
れ
た
。
今
回
も
数
多
い
力
作
の
中
か
ら
一
部
を
紹
介
す
る
。

（
敬
称
略
）

い
う
「
言
語
的
同
化
」
が
全
体
の
約

４
割
に
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

り
、
翻
訳
者
が
訳
出
に
工
夫
を
凝
ら

し
、
よ
り
ス
ム
ー
ズ
で
日
本
語
ら
し

い
表
現
を
用
い
た
結
果
、
こ
の
作
品

の
ス
ト
ー
リ
ー
に
現
実
味
を
出
す
こ

と
が
出
来
た
と
結
論
づ
け
た
。

人
間
科
学
部
人
間
健
康
科
学
科

下
江　

悟
央　

(

指
導
教
員　

伊
藤　

知
子)

「
市
販
の
揚
げ
物
に
脂
質
の
劣
化
度

が
ど
う
影
響
す
る
か
」

　

人
体
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
源
に
な

る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、
食
材
の

美
味
し
さ
を
高

め
る
な
ど
私
達

の
食
生
活
に
非
常
に
関
わ
り
が
深
い

『
脂
質
』
を
研
究
し
た
い
と
思
い
、

脂
質
摂
取
量
の
多
い
『
揚
げ
調
理
』

に
着
目
し
た
と
い
う
下
江
さ
ん
。

　

中
で
も
市
販
の
お
惣
菜
の
コ
ロ
ッ

ケ
を
研
究
材
料
と
し
て
、
18
種
の

官
能
検
査
や
ろ
紙
に
付
着
し
た
脂
質

の
量
の
観
察
、
市
販
惣
菜
製
造
現
場

で
業
務
用
と
し
て
使
用
し
て
い
る
揚

げ
油
を
時
間
の
経
過
ご
と
に
採
取
し

極
性
化
合
物
量
を
測
定
、
実
際
に
コ

ロ
ッ
ケ
を
連
続
的
に
揚
げ
て
検
証
す

る
な
ど
の
実
験
を
行
っ
た
。

　
「
官
能
検
査
、
油
の
劣
化
度
の
測

定
、
ろ
紙
に
付
着
し
た
面
積
の
測

定
な
ど
、
一
つ
一
つ
の
作
業
に
非
常

に
時
間
が
か
か
り
、
同
じ
工
程
を
繰

り
返
し
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
こ
ろ
が
一
番
苦
労
し
ま
し
た
。
美

味
し
い
、
不
味
い
の
差
が
大
き
く
で

た
の
が
衣
の
内
側
の
食
感
で
す
。
衣

の
内
側
に
水
分
が
多
く
含
ま
れ
て
い

る
と
べ
た
つ
き
感
が
で
る
。
こ
の
原

因
は
、
揚
げ
る
際
に
使
用
す
る
打
ち

粉
の
付
け
過
ぎ
、
具
の
水
分
量
が
多

い
、
そ
し
て
一
番
に
考
え
ら
れ
る
の

は
劣
化
が
進
行
し
過
ぎ
た
揚
げ
油
で

調
理
し
た
こ
と
に
よ
り
、
十
分
に
油

と
水
の
交
換
反
応
が
起
こ
っ
て
い
な

い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
ろ
紙
に
付
着
し
た
脂
質
と
水

分
の
量
の
バ
ラ
ン
ス
で
美
味
し
さ
の

程
度
が
分
類
で
き
る
こ
と
が
示
唆
さ

れ
ま
し
た
」
な
ど
の
成
果
を
報
告
し

た
。

　

卒
業
後
は
食
品
業
界
に
就
職
。

　
「
消
費
者
側
の
立
場
か
ら
生
産
者

側
の
立
場
に
移
り
、
よ
り
多
く
の
人

達
に
安
全
で
美
味
し
い
も
の
を
提
供

で
き
た
ら
よ
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

一
人
で
も
多
く
の
人
達
が
笑
顔
に
な

る
よ
う
な
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」。

人
間
科
学
部
ス
ポ
ー
ツ
行
動
学
科

森　

英
里
子　

(

指
導
教
員　

西
岡
ゆ
か
り)

「
本
学
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手
の

栄
養
指
導
に
よ
る
食
行
動
の
変
化
」

　

ス
ポ
ー
ツ
選

手
に
と
っ
て
、

極
め
て
大
切
な

こ
と
の
一
つ
が

食
生
活
。

　
「
自
分
自
身
も
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

に
所
属
し
て
い
ま
す
が
、
激
し
く

厳
し
い
練
習
を
し
て
い
く
上
で
、
食

事
が
大
切
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
気

づ
き
ま
し
た
。
一
人
暮
ら
し
の
部
員

ら
に
も
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
向
上
や

怪
我
の
予
防
の
た
め
に
も
正
し
い
食

生
活
を
し
て
ほ
し
い
と
思
い
、
こ
の

テ
ー
マ
に
取
り
組
み
ま
し
た
」。

　

特
に
森
さ
ん
は
、
専
攻
研
究
で

は
、
栄
養
指
導
に
よ
り
意
識
の
向
上

は
得
ら
れ
た
が
、
食
行
動
の
向
上
は

見
ら
れ
な
か
っ
た
と
報
告
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
着
目
し
、
食
行
動
の
向
上

を
目
指
し
た
栄
養
指
導
を
行
う
こ

と
、
そ
し
て
正
し
い
食
生
活
が
競
技

意
欲
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す

か
を
検
討
し
た
。
19
人
に
対
し
、

約
５
ヵ
月
間
、
食
事
指
導
と
調
査
を

行
っ
た
。

　
「
食
事
摂
取
の
タ
イ
ミ
ン
グ
や
補

給
す
る
と
よ
い
食
物
な
ど
細
か
く

指
導
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
栄
養
指

導
の
回
数
、
バ
ラ
ン
ス
チ
ェ
ッ
ク
表

を
多
く
配
布
し
て
細
か
く
チ
ェ
ッ
ク

し
、
個
人
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま

し
た
。
デ
ー
タ
の
整
理
や
、
自
分
の

伝
え
た
い
こ
と
を
明
確
に
し
て
指
導

を
行
う
こ
と
、
集
団
を
ま
と
め
る
こ

と
な
ど
た
い
へ
ん
で
し
た
が
、
い
い

経
験
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
何
よ

り
ゼ
ミ
生
と
助
け
合
い
な
が
ら
研
究

を
進
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
身
に
つ
い
た

と
思
い
ま
す
」
と
振
り
返
る
。

　

卒
業
後
は
、
教
員
に
な
る
森
さ

ん
。
大
学
生
活
を
通
し
て
学
ん
だ
こ

と
を
生
か
し
て
、
さ
ら
に
成
長
し
て

い
っ
て
く
れ
る
に
違
い
な
い
。
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『こ
れ
を
知
ら
ず
に

 

外
貨
投
資
・
Ｆ
Ｘ
を

 

や
っ
て
は
い
け
な
い
』

(

テ
ク
ス
ト　

２
０
０
８
年)

１
４
０
０
円
＋
税

　

本
書
の
表
紙
に
は
、「
本
書
を
読
ま

ず
に
外
貨
投
資
・
Ｆ
Ｘ
（
外
国
為
替

証
拠
金
取
引
）
に
手
を
出
す
の
は
あ

ま
り
に
キ
ケ
ン
で
す
」
と
書
か
れ
て

い
る
。
本
書
は
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ

ル
化
が
急
速
に
進
ん
で
い
る
今
日
、

外
貨
投
資
で
失
敗
す
る
人
た
ち
が
増

え
て
い
る
現
実
に
対
し
て
の
、
す
ぐ

れ
た
警
告
と
啓
蒙
の
書
で
あ
る
。

　

第
１
章
で
の
「
外
貨
投
資
で
の
典

型
的
な
失
敗
事
例
」
の
紹
介
か
ら
始

ま
り
、
第
３
章
で
の
「
外
貨
投
資
に

お
け
る
常
識
の
ウ
ソ
」
へ
と
続
く
。

興
味
深
い
一
例
を
あ
げ
る
と
、
第
３

章
で
は
「
ゴ
ー
ル
デ
ン
ク
ロ
ス
で
買

い
」
と
い
う
「
常
識
」
の
ウ
ソ
が

暴
か
れ
る
。
こ
れ
は
「
常
識
」
と
い

う
よ
り
む
し
ろ
専
門
家
が
よ
く
口
に

す
る
言
葉
で
あ
る
が
、
外
貨
相
場
の

短
期
の
ト
レ
ン
ド
曲
線
が
長
期
の
曲

線
を
下
か
ら
上
に
突
き
抜
け
た
時
点

が
、
買
い
時
と
い
う
「
常
識
」
の
こ

と
で
あ
る
。
著
者
は
そ
う
は
な
ら
な

い
事
例
を
具
体
的
に
図
示
し
、
む
し

ろ
「
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
ズ
」
と
呼

ば
れ
る
よ
り
大
き
な
経
済
・
政
治
状

況
を
も
考
慮
に
入
れ
た
、
大
局
的
な

判
断
の
重
要
性
を
指
摘
す
る
。

　

し
か
し「
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
ズ
」

の
判
断
そ
れ
自
体
の
な
か
に
も
、
い

く
つ
か
の
重
要
な
リ
ス
ク
が
含
ま
れ

て
い
る
。
第
５
章
か
ら
第
６
章
さ
ら

に
補
論
で
は
、
こ
れ
ら
の
リ
ス
ク
が

多
方
面
に
わ
た
っ
て
検
討
さ
れ
て
お

り
、
最
近
話
題
に
な
っ
て
い
る
「
サ

ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
」
を
ど
う
見
る

か
や
、
揺
ら
ぐ
「
基
軸
通
貨
」
ド
ル

の
地
位
の
評
価
な
ど
、考
察
は
グ
ロ
ー

バ
ル
な
広
が
り
で
展
開
さ
れ
る
。

　

こ
れ
ま
で
、
ド
ル
は
「
有
事
の
ド

ル
」
と
い
わ
れ
、
政
治
経
済
不
安
が

起
き
る
と
投
資
資
金
は
ド
ル
に
流
れ

る
と
い
う
「
常
識
」
が
あ
っ
た
。
し

か
し
「
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
」
で

加
速
さ
れ
る
米
国
の
景
気
後
退
、
Ｂ

Ｒ
Ｉ
Ｃ
ｓ
と
呼
ば
れ
る
ブ
ラ
ジ
ル
、

ロ
シ
ア
、
イ
ン
ド
、
中
国
等
の
新
興

成
長
国
の
登
場
、
さ
ら
に
は
こ
れ
ら

の
諸
国
や
産
油
国
で
の
ド
ル
離
れ
の

動
き
な
ど
で
、こ
れ
ま
で
の「
常
識
」

が
揺
ら
ぎ
始
め
て
い
る
。

　

外
貨
投
資
に
潜
む
リ
ス
ク
を
最
小

限
に
抑
え
、
投
資
利
益
を
最
大
限
に

高
め
て
い
く
こ
と
を
望
む
人
々
の
必

読
の
書
で
あ
る
。

(

福
岡
大
学
名
誉
教
授
・
九
州
情
報

大
学
教
授　

経
済
学
博
士　阿部　

真
也)

◆
新
刊 

（
価
格
は
税
別
）

国
際
大
・
短
大

○
『
多
関
節
運
動
学
入
門
』
ス
ポ
行

教
授 

德
原
康
彦 

共
著 

ナ
ッ

プ 

２
２
０
０
円

○『
政
治
概
念
の
歴
史
的
展
開　

第
二
巻
』

法
政
経
教
授　

古
賀
敬
太　

編
著　

晃
洋

書
房　

２
８
０
０
円

○
『
コ
ト
ラ
ー
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
理

論
が
面
白
い
ほ
ど
わ
か
る
本
』
国
コ
ミ

教
授　

宮
㟢
哲
也　

著　

中
経
出
版　

１
１
０
０
円

○
『
旅
と
政
治
』
法
政
経
教
授　

山
本
周

次　

晃
洋
書
房　

２
９
０
０
円

○
『
宗
教
学
文
献
事
典
』
経
情
教
授　

三

木　

英　

共
著　

弘
文
堂　

１
２
０
０
０

円○
『
ド
ラ
ッ
カ
ー
』
国
コ
ミ
教
授　

宮
㟢

哲
也　

共
著　

ア
ス
ペ
ク
ト　

１
３
０
０

円○
『
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
ポ
イ
ン
ト
が
わ
か

る
本
』
国
コ
ミ
教
授 

宮
㟢
哲
也 

著 

秀

和
シ
ス
テ
ム　

７
０
０
円

○
『
よ
く
わ
か
る
宗
教
社
会
学
』
経
情
教

授　

三
木　

英　

共
編
著　

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ

書
房　

２
４
０
０
円

○
『
ワ
ル
ト
ラ
ワ
ラ
・
第
26
号
』
国
際
大

名
誉
教
授　

松
田
司
郎　

編
著 

ワ
ル
ト

ラ
ワ
ラ
の
会　

８
０
０
円

○
『
大
学　

学
び
の
こ
と
は
じ
め
』
経
情
教

授 

佐
藤
智
明
▽
同
准
教
授 

矢
島 

彰
▽

法
政
経
准
教
授 

安
保
克
也 

他 

共
編
著

▽
経
情
教
授 

松
田
孝
一
▽
同
准
教
授 

朝

倉
洋
子
▽
同
講
師 

奥
井
秀
樹 

他 

共

著 

ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版 

１
９
０
０
円

○
『
宗
教
と
現
代
が
わ
か
る
本
２
０
０
８
』

経
情
教
授 

三
木 

英 

共
著 

平
凡

社 

１
６
０
０
円

課
外
活
動
奨
励
者
表
彰  

大学･短大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）　

大
学
・
短
大

平
成
19
年
度
後
期

【
枚
方
キ
ャ
ン
パ
ス
】

市
原
善
信
（
経
情
２
）〔
２
０
０
７
年
度

少
林
寺
拳
法
関
西
学
生
新
人
大
会
『
自

由
組
演
武
男
子
初
段
の
部
』
敢
闘
賞
︺

【
守
口
キ
ャ
ン
パ
ス
】

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
〔
第
42
回
全
日
本

大
学
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
準

優
勝
︺
▽
清
水
亜
美
（
国
コ
ミ
３
）

〔
第
41
回
少
林
寺
拳
法
全
日
本
学
生
大

会
『
女
子
単
独
有
段
の
部
』
敢
闘
賞
︺

▽
下
田
賢
大
（
同
１
）〔
北
京
で
開
催

さ
れ
た
第
９
回
世
界
武
術
選
手
権
大
会

に
お
い
て
男
子
太
極
拳
・
太
極
剣
で
第

１
位
と
な
り
、
２
０
０
８
年
北
京
武
術

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
の
出
場
権
を
獲
得
︺
▽

今
川
恵
里
加
（
心
コ
ミ
２
）〔
第
81
回

全
日
本
学
生
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
『
女

子
３
部
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム
』

第
１
位
︺〔
第
63
回
国
民
体
育
大
会
鳥

取
県
選
考
会
『
成
年
女
子
Ａ
』
優
勝
し

国
体
出
場
︺
▽
平
田
由
香
里
（
人
健

３
）〔
２
０
０
７
年
度
少
林
寺
拳
法
関

西
学
生
新
人
大
会
『
自
由
組
演
武
女
子

二
段
以
上
の
部
』
優
良
賞
︺
▽
森
寺
麻

衣
（
同
２
）〔
２
０
０
７
年
度
女
子
ラ

ク
ロ
ス
Ｕ
19
（
19
歳
以
下
）
日
本
代
表

選
手
に
選
出
さ
れ
カ
ナ
ダ
で
開
催
さ
れ

た
Ｕ
19
世
界
大
会
に
出
場
︺
▽
尾
上
小

◆�

安
定
し
た
内
部
進
学
・
看
護
進

学
・
就
職

　

今
年
度
の
併
設
大
学
・
短
期
大
学

部
へ
の
進
学
者
数
は
77
人
で
あ
っ

た
。
こ
れ
は
３
学
年
全
体
の
約
45
％

に
の
ぼ
る
。
滝
井
高
校
で
は
幼
児
保

育
コ
ー
ス
が
で
き
て
初
め
て
の
内
部

進
学
を
迎
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

幼
児
保
育
進
学
コ
ー
ス
53
人
中
39

人
が
短
期
大
学
部
幼
児
保
育
学
科
へ

進
学
し
、
高
大
連
携
の
中
心
的
な
存

在
と
言
え
る
。
将
来
の
保
育
士
・
幼

稚
園
教
諭
を
目
指
し
て
、
進
学
後
も

是
非
が
ん
ば
っ
て
も
ら
い
た
い
。

　

ま
た
、
看
護
進
学
コ
ー
ス
で
も
、

看
護
進
学
を
希
望
し
て
い
る
者
は
全

員
、
看
護
系
大
学
、
あ
る
い
は
看
護

専
門
学
校
へ
の
進
学
を
決
め
た
。
こ

こ
数
年
、
大
学
で
の
看
護
学
部
の
新

設
が
続
い
て
い
る
が
、
今
年
度
の
看

護
進
学
コ
ー
ス
の
生
徒
の
う
ち
半
数

以
上
が
看
護
系
大
学
へ
進
学
し
て
い

る
状
況
か
ら
、
生
徒
の
意
識
に
も
大

学
を
志
望
す
る
傾
向
が
高
ま
っ
て
い

る
よ
う
だ
。

　

就
職
の
状
況
は
、
求
人
数
も
増
え

て
お
り
、
就
職
希
望
者
の
ほ
ぼ
全
員

が
内
定
し
た
。
ほ
ぼ
全
員
が
正
社
員

と
し
て
の
採
用
を
果
た
せ
た
こ
と

は
、
進
路
を
考
え
る
も
の
と
し
て
も

喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。

◆
二
極
化
す
る
外
部
進
学

　

今
年
度
の
外
部
大
学
へ
の
入
試
結

果
は
、
昨
年
度
に
比
べ
て
か
な
り
厳

し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
原
因
の

一
つ
が
大
学
入
試
の
二
極
化
だ
と
感

じ
て
い
る
。昨
年
度
の
合
格
状
況
は
、

早
期
に
決
定
す
る
指
定
校
推
薦
・
Ａ

Ｏ
入
試
が
全
体
の
３
分
の
１
、
公
募

制
推
薦
入
試
が
同
じ
く
３
分
の
１
、

そ
し
て
残
り
の
３
分
の
１
が
一
般
入

試
で
の
合
格
と
な
っ
て
い
た
。

　

と
こ
ろ
が
今
年
は
指
定
校
推
薦
・

Ａ
Ｏ
入
試
・
公
募
制
推
薦
入
試
を
終

え
た
時
点
で
９
割
近
く
の
生
徒
が
進

路
先
を
決
定
し
て
い
た
。
大
学
の
募

集
時
期
が
早
く
な
っ
て
き
た
こ
と
に

加
え
て
、
で
き
る
だ
け
早
く
受
験
か

ら
解
放
さ
れ
た
い
と
い
う
心
理
が
生

幼
児
保
育
進
学
コ
ー
ス
人
気

内
部
進
学
者
の
向
上
め
ざ
す

滝井高

徒
に
も
働
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

受
験
は
人
生
の
大
き
な
通
過
点
で

あ
る
。
辛
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
る

が
、
今
年
度
の
反
省
を
生
か
し
て
、

一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
目
標
に
向

か
っ
て
努
力
し
続
け
る
よ
う
、
最
後

ま
で
し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

◆
次
年
度
に
向
け
て

　

本
校
で
は
次
年
度
か
ら
内
部
進
学

者
の
一
層
の
水
準
向
上
を
目
指
し

て
、
推
薦
基
準
や
指
導
要
領
を
見
直

し
、
１
年
生
か
ら
３
年
生
ま
で
の
期

間
を
通
し
て
の
指
導
強
化
を
図
る
こ

と
に
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
外
部
進
学
者
に
対
し
て

は
、
早
い
段
階
で
の
対
応
を
実
施
し

て
、
さ
ら
な
る
成
果
向
上
を
目
指
し

て
い
く
。
多
様
な
進
路
希
望
に
し
っ

か
り
と
対
応
し
、
高
い
意
識
を
育
て

る
き
め
細
や
か
な
進
路
指
導
に
努
め

て
い
き
た
い
。

(
滝
井
高
校　

進
路
主
任

　

柴
田　

修
一)

京
大
な
ど
国
公
立
現
役
合
格
24
人

４
年
制
へ
の
進
学
者
８
割
に

大和田
高　校

　

理
数
コ
ー
ス
一
期
生
卒
業
の
年
と

な
っ
た
今
年
度
入
試
は
、
本
校
に

と
っ
て
大
き
な
タ
ー
ニ
ン
グ
・
ポ
イ

ン
ト
と
な
っ
た
。
ま
ず
、
４
年
制
大

学
へ
の
進
学
者
が
約
８
割
を
占
め
る

百
合
（
同
１
）〔
２
０
０
７
年
度
少
林

寺
拳
法
関
西
学
生
新
人
大
会
『
単
独
演

武
女
子
段
外
の
部
』
敢
闘
賞
︺
▽
木
村

雅
世
（
ス
ポ
行
４
）〔
平
成
19
年
度
関

西
学
生
大
学
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
女
子

秋
季
リ
ー
グ
戦
１
部
に
お
い
て
ス
パ
イ

ク
賞
を
受
賞
︺
▽
廣
兼　

恵
（
同
４
）

〔
第
39
回
関
西
学
生
秋
季
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
リ
ー
グ
戦
１
部
に
お
い
て
ベ
ス
ト
プ

レ
イ
賞
受
賞
︺▽
岡
本
由
香（
同
３
）〔
第

24
回
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
競
技
大
会
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
に
お
い
て
日
本
代
表
と
し

て
出
場
し
３
位
入
賞
︺
▽
渡
邊
真
理
子

（
同
３
）〔
陸
上
競
技
（
４
０
０
ｍ
ハ
ー

ド
ル
）
に
お
い
て
全
日
本
学
生
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
出
場
、
関
西
学
生
対
抗

選
手
権
大
会
５
位
、
関
西
学
生
学
年
別

（
３
、４
年
の
部
）
選
手
権
大
会
１
位
、

大
阪
学
生
対
校
選
手
権
大
会
１
位
、
広

島
県
選
手
権
大
会
２
位
、
中
国
五
県
対

抗
選
手
権
大
会
２
位
︺
▽
高
見
絵
美
子

（
同
３
）〔
第
62
国
民
体
育
大
会
成
年

女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
会
に
お
い
て

広
島
県
代
表
と
し
て
出
場
︺
▽
則
本
や

よ
い
（
同
３
）〔
同
︺
▽
貞
丸
有
希
（
同

２
）〔
同
︺
▽
清
水
麻
紀
（
同
２
）〔
第

39
回
関
西
学
生
秋
季
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

リ
ー
グ
戦
１
部
に
お
い
て
最
優
秀
投
手

賞
受
賞
︺ 

▽
元
木
は
る
か
（
同
２
）〔
同

に
お
い
て
ベ
ス
ト
プ
レ
イ
賞
受
賞
︺
▽

牧
野
智
紗
（
同
２
）〔
２
０
０
７
年
度

女
子
ラ
ク
ロ
ス
Ｕ
19
（
19
歳
以
下
）
日

本
代
表
選
手
に
選
出
さ
れ
カ
ナ
ダ
で
開

催
さ
れ
た
Ｕ
19
世
界
大
会
に
参
加
︺
▽

長
谷
川
稚
奈
（
同
１
）〔
第
41
回
少
林

寺
拳
法
全
日
本
学
生
大
会
『
男
女
単
独

段
外
の
部
』
敢
闘
賞
︺
▽
安
井
彩
乃
（
同

１
）〔
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
学
生
選

抜
男
女
東
西
対
抗
戦
２
０
０
７
に
お
い

て
西
軍
代
表
選
手
、
第
８
回
西
日
本
大

学
５
学
連
男
女
選
抜
対
抗
戦
に
お
い
て

関
西
選
抜
選
手
に
選
出
さ
れ
出
場
︺

よ
う
に
な
り
、
こ
れ
は
今
後
、
男
子

数
の
増
加
と
と
も
に
ま
す
ま
す
上
昇

し
て
行
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

全
員
４
年
制
大
学
へ
進
学
す
る
の

が
当
た
り
前
、
と
い
う
雰
囲
気
の
学

校
に
よ
う
や
く
な
り
つ
つ
あ
る
。
同

時
に
、
長
年
の
悲
願
で
あ
っ
た
国
公

立
大
学
へ
の
進
学
に
つ
い
て
は
、
理

数
コ
ー
ス
の
生
徒
を
中
心
に
、京
大
、

阪
大
、
神
大
を
は
じ
め
現
役
生
で
合

格
者
24
人
（
延
べ
数
）
と
い
う
結
果

で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
は
、
数
は
ま
だ
ま
だ
少
な
い

な
が
ら
も
、
今
後
の
本
校
の
進
学
指

導
に
お
い
て
、
あ
る
程
度
の
具
体
性

を
持
っ
た
見
通
し
が
立
て
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
と
い
う
点
で
、
大
き
な

意
義
が
あ
る
。

　

一
方
で
、
関
関
同
立
を
は
じ
め
と

す
る
私
立
大
学
に
つ
い
て
は
、
理
系

志
望
者
や
男
子
の
増
加
に
よ
り
、
従

来
の
本
校
の
指
導
か
ら
の
脱
却
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

　

今
年
度
の
結
果
は
、
関
関
同
立

１
０
４
人
（
関
大
61
、
関
学
９
、
同

志
社
７
、
立
命
27
）、
産
近
甲
龍

１
４
８
人
（
京
産
33
、
近
大
60
、
龍

谷
55
）の
合
格
者
数（
延
べ
数
）で
あ
っ

た
。な
お
、大
阪
国
際
大
学
に
は
８
人
、

大
阪
国
際
大
学
短
期
大
学
部
に
は
６

人
が
そ
れ
ぞ
れ
進
学
し
て
い
る
。

(

大
阪
国
際
大
和
田
高
校

進
路
部
主
任　

前
川
馨
子)

奥
田
政
三
教
育
・

研
究
基
金
奨
学
生

(敬称略)

大
学
・
短
大

学
科
研
修

ス
ポ
ー
ツ
行
動
学
科
海
外
研
修
［
中

国
北
京　

首
都
師
範
大
学
、
首
都
体

育
大
学
（
３
月
２
日
～
16
日
）］
内
田

麻
美
▽
宮
西
佐
知
（
以
上
ス
ポ
行
３
）

▽
梶
本　

彩
▽
佐
藤　

理
▽
竹
内
美
貴

▽
中
田
実
希
▽
萩
原　

梓
▽
松
田
南
美

▽
松
村
奈
緒
子
▽
箕
田
め
ぐ
み
▽
山
田

彩
奈
▽
山
田
璃
衣
子
（
以
上
同
２
）
▽

川
端
実
奈
▽
辻
本
香
織
▽
中
本
紗
貴
▽

西
山
昌
美
（
以
上
同
１
）
短
期
大
学

部
国
際
文
化
学
科
海
外
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
研
修
［
カ
ナ
ダ　

Ｊ
Ｔ

Ｂ
バ
ン
ク
ー
バ
ー
支
店
（
２
月
13
日

～
３
月
４
日
）］
上
原
結
奈
▽
杉
江
明

日
美
▽
岡
本
彩
花
▽
表
田
絢
加
▽
銭
谷

優
美
▽
田
井
美
幸
▽
葉
方
佳
奈
子
▽
深

津 

望
▽
三
村
志
津
香
▽
山
辺
佳
奈
子

（
以
上
国
際
文
化
１
）
短
期
大
学
部
幼

児
保
育
学
科
豪
州
幼
児
教
育
実
習

［
木
の
実
幼
稚
園
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
（
２
月
24
日
～
３
月
７
日
）］
浅

野
美
奈
子
▽
穴
沢
絵
里
子
▽
伊
藤
友
紀

▽
嶋
嵜　

愛
（
以
上
幼
保
２
）
▽
川
井

麻
美
▽
谷　

弥
生
▽
朝
倉
千
雅
▽
溝
賀

友
梨
▽
山
﨑
茉
実
（
以
上
同
１
）
短
期

大
学
部
家
政
科
海
外
異
文
化
研
修

［
韓
国　

東
洲
大
学
（
３
月
５
日
～
16

日
）］
大
森
美
香
▽
清
水
亜
美
（
以
上

家
政
２
）
花
本 

愛
▽
藤
並 

睦
▽
池

島
里
奈
▽
片
山
夏
美
▽
川
村
聖
子
▽
佐

藤 

泉
（
以
上
同
１
）
▽
心
理
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
海
外
メ
デ
ィ

ア
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
研
修
［
英
国
ロ

ン
ド
ン
（
２
月
28
日
～
３
月
６
日
）］

藤
井
郁
江
（
心
コ
ミ
３
）
▽
岩
佐
美
紀

▽
大
口
拓
也
▽
蔭
山 

瞳
▽
勝
田
奈
穂

子
▽
金
井
祐
輔
▽
川
田
香
奈
▽
川
本
智

代
▽
日
下
部
結
郁
▽
興
梠
泰
輔
▽
小
平

詩
織
▽
清
水
祐
子
▽
白
井
め
ぐ
み
▽
中

西
絵
理
▽
西
之
上
尚
子
▽
原 

匠
▽
平

塚
麻
衣
▽
平
松
明
緒
▽
福
元
綾
子
▽
冨

士
川
博
香
▽
堀 

望
美
▽
前
田
政
宗
▽

松
岡
愛
美
▽
村
上
法
子
▽
森 

由
真
▽

依
光
彩
音
（
以
上
同
２
）
▽
福
元
理
沙

（
同
１
）

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド　

ク
ラ
イ
ス
ト

チ
ャ
ー
チ
・
ポ
リ
テ
ク
ニ
ッ
ク
英
語

研
修
（
２
月
29
日
～
３
月
28
日
）
佐
々

木
綾
子
（
経
情
２
）
▽
杉
山
美
桜
▽
内

藤
江
美
▽
廣
澤
亜
希
子
▽
福
田
奈
央
美

▽
松
井
さ
と
り
▽
山
本
有
希
（
以
上
国

コ
ミ
２
）
▽
梶
原
江
利
菜
（
国
コ
ミ
１
）

▽
岡
本
友
季
▽
久
野
真
那
実
（
以
上
心

コ
ミ
２
）
▽
中
道
愛
美
▽
益
田
香
菜

子
（
人
健
２
）
▽
豪　

ク
イ
ー
ン
ズ

ラ
ン
ド
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

ビ
ジ
ネ
ス
・
ア
カ
デ
ミ
ー
英
語
研
修

（
３
月
１
日
～
29
日
）
三
浦
康
司
（
経

情
２
）
▽
豪
州
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

研
修
（
３
月
１
日
～
29
日
）
山
田
啓
輔

▽
山
名
麻
友
（
以
上
国
コ
ミ
２
）
▽
タ

イ　

バ
ン
コ
ク
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
研
修
（
３
月
13
日

～
23
日
）
伊
藤
利
恵
▽
西
端
美
歩
（
以

上
心
コ
ミ
２
）
▽
山
崎
紗
耶
可
（
ス
ポ

行
３
）
▽
梶
丸
幸
子
（
同
２
）
日
本
語

教
員
ア
シ
ス
タ
ン
ト
研
修
（
３
月
１

日
～
31
日
の
３
～
４
週
間
）［
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド　

ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー

チ
・
ポ
リ
テ
ク
ニ
ッ
ク
］
阿
部
奈
津

子
（
国
コ
ミ
２
）
▽
［
ベ
ト
ナ
ム　

ホ
ン
バ
ン
大
学
］
坂
下
剛
哉
（
同
）

▽
佐
々
木
彩
乃
（
同
１
）
▽
［
韓
国　

東
洲
大
学
］
俵
屋
洋
子
（
心
コ
ミ
２
）

▽
［
中
国�

上
海
師
範
大
学
天
華
学

院
］
紙
野
有
理
子
（
法
政
経
１
）
▽
［
ト

ル
コ�

エ
ル
ジ
ェ
ス
大
学
］
抱 
和
希

（
国
コ
ミ
３
）
▽
奥
本
満
智
子
（
同
２
）

▽
小
林 

梓
▽
前
田
結
花
（
以
上
同
１
）

▽
［
ベ
ト
ナ
ム　

ハ
ノ
イ
国
際
貿
易

大
学
］
西
山
慶
子
▽
向
井
満
未
（
以
上

ス
ポ
行
３
）

滝
井
高
校

派
遣
留
学

［
豪　

ツ
ー
ラ
ッ
ク
・
カ
レ
ッ
ジ
（
４

月
24
日
～
５
月
22
日
）］
松
田
唯
衣
▽

一
林
悠
佳
里
▽
平
鍋
早
貴
▽
渡
邉
玲

奈
（
以
上
３
）
▽
［
加　

ト
リ
リ
ア

ム
レ
ー
ク
ラ
ン
ド
地
方
教
育
委
員
会

（
提
携
公
立
高
校
）（
９
月
７
日
～
10

月
19
日
）］
青
木
月
美
▽
ヤ
イ
ウ
ォ
ン

グ 

ナ
リ
カ
（
以
上
２
）

最
新
作
「
Ｔ
Ｈ
Ｅ 

Ｑ
Ｕ
Ｉ
Ｚ
」
２
万
部
突
破

国
際
大
経
営
情
報
学
部
２
０
０
０
年
卒

椙
本 

孝
思
さ
ん

『
Ｔ
Ｈ
Ｅ　

Ｑ
Ｕ
Ｉ
Ｚ
』

（
ア
ル
フ
ァ
ポ
リ
ス
）

『
魔
神
館
事
件

　
−

夏
と
少
女
と
サ
ツ
リ
ク
風
景

−

』

（
角
川
書
店
）

『
明
日
、キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン
カ
フ
ェ
で
』

（
ア
ル
フ
ァ
ポ
リ
ス
）

　

小
説
家
の
椙
本
さ
ん
は
、
本
紙
で

『
Ｔ
Ｈ
Ｅ　

Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｔ
』
シ
リ
ー

ズ
を
紹
介
し
て
以
後
も
、『
明
日
、

キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン
カ
フ
ェ
で
』『
魔
神

館
事
件　

−

夏
と
少
女
と
サ
ツ
リ
ク

風
景

−

』
な
ど
立
て
続
け
に
小
説
を

発
表
し
て
き
た
。
そ
し
て
、
昨
年
11

月
に
出
版
さ
れ
た
最
新
作
の
『
Ｔ
Ｈ

Ｅ　

Ｑ
Ｕ
Ｉ
Ｚ
』
は
、
２
万
部
を

突
破
す
る
ヒ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
る
。

　

内
容
は
、
賞
金
１
億
円
を
か
け
た

ク
イ
ズ
番
組
で
仕
掛
け
ら
れ
た
死
と

隣
り
合
わ
せ
の
残
酷
ゲ
ー
ム
…
と
い

う
異
色
ホ
ラ
ー
ミ
ス
テ
リ
ー
。

　
「『
Ｔ
Ｈ
Ｅ　

Ｑ
Ｕ
Ｉ
Ｚ
』
は
５
冊

目
と
な
る
小
説
で
す
。『
考
え
な
け

れ
ば
死
ぬ
』
と
い
う
試
験
終
了
５
分

前
の
よ
う
な
緊
張
感
と
焦
り
が
楽
し

め
る
作
品
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
一
読
く
だ
さ
い
。
こ
れ
か
ら
も

会
社
員
と
作
家
の
２
足
ワ
ラ
ジ
で
走

り
続
け
ま
す
」（
椙
本
さ
ん
）

「
卒
業
生
の
本
」
紹
介

BOOK
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ク
ラ
ブ
活
動訪 

問

遠
征
し
た
Ｏ
Ｇ
も
多
く
い
ま
す
」と
、

主
将
の
蜂
須
賀
美
羽
さ
ん
（
人
間

科
学
部
ス
ポ
ー
ツ
行
動
学
科
４
年
次

生
）。

　

ラ
ク
ロ
ス
の
魅
力
は
他
に
も
あ
る

と
い
う
蜂
須
賀
さ
ん
。

　

日
本
で
初
め
て
ラ
ク
ロ
ス
チ
ー
ム

が
発
足
し
た
の
が
１
９
８
６
年
。
そ

の
５
年
後
の
１
９
９
１
年
に
、

本
学
に
女
子
ラ
ク
ロ
ス
チ
ー
ム

が
誕
生
し
ま
し
た
。
２
０
０
６

年
に
は
、
関
西
学
生
ラ
ク
ロ
ス

リ
ー
グ
戦
で
準
優
勝
し
、
悲
願

の
全
日
本
選
手
権
出
場
を
果
た

し
て
い
ま
す
。

　

ラ
ク
ロ
ス
は
、
大
学
か
ら
始

め
る
人
が
多
い
競
技
で
、
今
も

部
員
39
人
の
う
ち
、
経
験
者
は

一
人
だ
け
。
そ
れ
が
お
も
し
ろ

さ
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。
努

力
次
第
で
選
抜
選
手
な
ど
も
狙

え
、
日
本
代
表
や
Ｕ
21
、
Ｕ
19

の
日
本
代
表
選
手
と
し
て
海
外

さあ！目標の「関西完全制覇」へ前進だ

　
「
ス
ピ
ー
ド
あ
る
シ
ュ
ー
ト
や
速

い
パ
ス
回
し
、
相
手
と
の
駆
け
引

き
を
、
サ
ッ
カ
ー
コ
ー
ト
と
同
じ
広

さ
の
中
で
プ
レ
ー
で
き
る
の
が
ラ
ク

ロ
ス
の
魅
力
。
ま
た
、『Lacrosse 

女
子
ラ
ク
ロ
ス
部

大
阪
国
際
大
学·

同
短
大
部

さ
あ
、
関
西
完
全
制
覇
だ

全
員
一
丸　

活
気
あ
る
プ
レ
ー
自
慢

m
akes friends.

』
と
言
わ
れ
る
よ

う
に
、
ラ
ク
ロ
ス
に
関
係
す
る
人
は

す
べ
て
友
達
。
他
大
学
の
ラ
ク
ロ
ッ

サ
ー
と
も
す
ぐ
に
友
達
の
輪
が
広
が

る
の
が
大
き
な
魅
力
で
す
」

　

ク
ラ
ブ
の
雰
囲
気
は
と
い
う
と
、

「
Ｏ
Ｎ
・
Ｏ
Ｆ
Ｆ
の
切
り
替
え
が
で

き
て
、
楽
し
く
遊
ぶ
時
は
学
年
関
係

な
く
全
員
で
楽
し
み
、
ラ
ク
ロ
ス
す

る
時
は
、
一
つ
の
目
標
に
向
か
っ
て

全
員
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
練
習

で
は
、一
人
一
人
の
明
る
さ
が
出
て
、

活
気
の
あ
る
雰
囲
気
の
中
で
プ
レ
イ

で
き
る
の
が
自
慢
で
す
」。

　

確
か
に
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
朝
早

く
か
ら
練
習
に
集
中
す
る
一
方
、
大

学
祭
で
は
、
い
つ
も
ひ
ょ
う
き
ん
な

出
し
物
で
ス
テ
ー
ジ
を
沸
か
せ
る
部

員
た
ち
。
今
年
度
こ
そ
は
「
関
西
完

全
制
覇
」
を
果
た
す
と
意
気
込
ん
で

い
ま
す
。

活
動
日　

火
・
金
７
：
30
〜
、
水

18
：
00
〜
、
土
・
日
９
：
00
〜

資
格
取
得
者
（
敬
称
略
）

平
成
19
年
度
後
期

（
＊
は
表
彰
対
象
資
格
）

◆
国
際
大

＊
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
７
３
０
点
以
上

(

Ｉ
Ｐ
含
む
） 

国
コ
ミ
４=

川
崎

秋
子

＊
同
５
０
０
点
以
上(

Ｉ
Ｐ
含

む)国
コ
ミ
４=

井
上
友
里
▽
津
曲
七
奈

▽
同
３=

中
山
苑
香
▽
鎮
西
智
子
▽

同
２=

古
村
早
優
貴
▽
山
名
麻
友
▽

同
１=

村
上
彩
実
▽
横
山
精
二
▽
人

健
２=

園
田
桂
子

＊
英
検
準
１
級

国
コ
ミ
４=

川
崎
秋
子

＊
同
２
級

国
コ
ミ
２=

上
村
佳
央
▽
同
１=

横

山
精
二

＊
中
国
語
検
定
試
験
２
級

国
コ
ミ
４=

河
合
な
つ
子
▽
同
３=

草
島
芳
恵

＊
日
本
語
能
力
試
験
１
級

経
情
４=

秦　

暁
牧
▽
于　

宛
鷺
▽

楊　

明
▽
同
３=

曹　

洋
▽
金　

昊

毅
▽
同
２=

陳　

法
恩
▽
法
政
経
３

=

馬　

援
▽
国
コ
ミ
３=

王　

丹
▽

王　

培
宇

＊
Ｊ
．
Ｔ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
実
用
日
本
語

検
定
準
Ｂ
級

経
情
４=

楊　

明

＊
韓
国
語
レ
ベ
ル
テ
ス
ト

７
４
４
点
取
得

国
コ
ミ
４=

金　

京
里

＊
宅
地
建
物
取
引
主
任
者

経
情
４=

西
村
有
記
▽
法
政
経
４=

石
原　

真
▽
江
口
宗
彌
▽
同
３=

宮

脇　

章
▽
国
コ
ミ
４=

小
山
大
輔
▽

同
３=

平
野
結
花

＊
国
内
旅
行
業
務
取
扱
管
理
者

経
情
４=

柏
原
優
一
▽
国
コ
ミ
３=

大
道
明
子
▽
柿
迫
春
佳
▽
小
坂
由
香

▽
中
松　

愛
▽
山
田
真
奈
美
▽
冨
田

佑
子
▽
由
宇
茉
美
▽
同
２=

伊
藤
美

穂
▽
人
健
２=

佐
藤　

恵

＊
簿
記
検
定
試
験
２
級

経
情
４=

清
水
孝
次

＊
法
学
検
定
試
験
４
級

法
政
経
２=

草
野
俊
文
▽
上
妻
み
ゆ

き
▽
原　

竜
也
▽
安
原
綾
一
▽
同
１

=
小
松
優
太

＊
初
級
シ
ス
テ
ム
ア
ド
ミ
ニ
ス

ト
レ
ー
タ
試
験

経
情
３=
斉
藤
孝
之
▽
北
川
博
明
▽

同
２=

岸　

大
典
▽
神
農
剛
造
▽
同

１=

堀
岡
久
喜

＊
日
商
Ｐ
Ｃ
検
定 
「
デ
ー
タ
活

用
」
２
級

国
コ
ミ
３=

柿
迫
春
佳

＊

M
ic

ro
s

o
ft O

ffic
e 

S
pecialist E

xcel 2
0

0
3

 
Expert

経
情
２=

幡
亜
祐
美

＊
同A

ccess 2
0

0
3

経
情
２=

幡
亜
祐
美

＊
パ
ソ
コ
ン
検
定
２
級

経
情
２=

伊
賀
並
直
孝

＊
同
準
２
級

経
情
４=

清
水
孝
次

＊
同
３
級

経
情
２=

折
田
陽
香

＊
Ｃ
Ｇ
ク
リ
エ
イ
タ
ー
検
定

デ
ィ
ジ
タ
ル
映
像
部
門
３
級

経
情
３=

北
川
博
明
▽
藤
井
章
史
▽

柳
田
公
平
▽
同
２=

岸　

大
典
▽
神

農
剛
造

＊
管
理
業
務
主
任
者
試
験

法
政
経
３=

柊
迫　

真
澄

＊
販
売
士
検
定
２
級

経
情
４=

于　

宛
鷺
▽
松
本
浩
二
▽

小
坂
亮
介
▽
同
３=

付　

云
鵬
▽
同

２=

布
瀬
竜
文

＊
危
険
物
取
扱
者
乙
種
第
４
類

経
情
３=

西
田
貴
紀

◆
短
大

＊
秘
書
技
能
検
定
２
級

家
政
２=

曲
田
麻
衣
▽
同
１=

重
冨

千
明
▽
岡
田
由
梨
▽
国
文
１=

樹
山

理
恵
▽
銭
谷
優
美
▽
長
谷
川
奈
央
▽

山
下
真
麻

＊
販
売
士
検
定
３
級

家
政
２=

島
田
晴
菜
▽
同
１=

佐
野

倫
子
▽
重
冨
千
明

＊
国
内
旅
行
業
務
取
扱
管
理
者

国
文
１=

田
井
美
幸
▽
葉
方
佳
奈
子

＊
日
商
Ｐ
Ｃ
検
定 

「
文
書
作
成
」

２
級

国
文
１=

寺
内
竜
子

＊
同
３
級

家
政
２=

木
下
智
暁
▽
同
１=

寺
村

友
里
▽
国
文
２=

坂
下
恵
理
加
▽
同

１=

赤
阪
絵
美
▽
木
田
加
奈
絵
▽
近

藤
真
奈
▽
櫻
木
友
美
▽
佐
々
木
翔
子

▽
城
野
菜
摘
▽
平
尾
静
香
▽
藤
坂
優

子
▽
堀
口
麻
美
▽
山
下
真
麻

＊
日
商
Ｐ
Ｃ
検
定 

「
デ
ー
タ
活

用
」
３
級

家
政
２=

曲
田
麻
衣
▽
国
文
２=

坂

下
恵
理
加

＊
カ
ワ
イ
ピ
ア
ノ
「
指
導
」
グ

レ
ー
ド
６
級

幼
保
１=

溝
賀
友
梨
▽
山
﨑
茉
実

＊
ピ
ア
ヘ
ル
パ
ー

家
政
２=

田
口
茜
衣
▽
辻　

静
香

◆
滝
井
高
校

英
検
２
級

２
年=

一
林
悠
佳
里
▽
前
田
千
恵
▽

濱
谷
愛
李
▽
大
塚
夕
李
絵
▽
岩
島
由

加
梨
▽
１
年=

ヤ
イ
ウ
ォ
ン
グ
ナ
リ

カ漢
検
２
級

３
年=
林
奈
緒
美
▽
２
年=

原
田
愛

子
▽
日
平
礼

同
準
２
級

３
年=

生
瀬
日
美
子
▽
２
年=

大
谷

美
弥
▽
高
橋
美
咲
▽
福
井
志
穂
▽
山

本
浅
子
▽
１
年=

阿
部
舞
子
▽
北
原

彩
希
▽
長
井
明
子
▽
川
田
美
希
▽
吹

田
萌
▽
仲
森
千
紗
▽
平
川
愛
香
▽
桝

田
美
月
▽
山
根
菜
奈
子

ワ
ー
プ
ロ
実
務
検
定
２
級

３
年=

南
畑
み
な
み
▽
１
年=

松
本

亜
弓

◆
大
和
田
高
校

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
６
０
０
点
以
上
（
Ｉ

Ｐ
含
む
）

３
年=

木
村
洋
平
▽
２
年=

延
原　

彩同
５
０
０
点
以
上
（
Ｉ
Ｐ
含
む
）

２
年=

森
島
康
順
▽
岩
井
俊
樹
▽
大

井
戸
菜
月
▽
竹
本
麻
亜
子
▽
池
内
梨

恵英
検
２
級

３
年=

岡
嶋
瑛
子
▽
松
田
尚
子
▽
池

方
真
美
子
▽
井
口
佳
子
▽
上
田
千

晶
▽
桑
原
彩
華
▽
鈴
木　

遼
▽
松
原

綾
香
▽
岩
本
賢
二
▽
半
埜
佳
代
子
▽

白
井
明
美
▽
２
年=

岩
井
俊
樹
▽
石

田
昂
大
▽
佐
藤　

南
▽
足
立
美
希
子

▽
岩
尾
祐
理
▽
枝
川
朝
子
▽
岡
田
雄

太
郎
▽
河
本　

彩
▽
桜
井
雄
基
▽
清

水 

桃
▽
下
川
礼
奈
▽
城
下
紗
矢
香

▽
竹
添
彩
音
▽
中
本
ふ
さ
よ
▽
西
川

友
香
理
▽
堀
田
麻
実
▽
牧
野
千
紗
▽

柳
戸
悠
里
子
▽
田
渕
寿
美

漢
検
２
級

２
年=

石
田
勝
大
▽
１
年=

吉
川
恵

里
奈
▽
三
好
佑
一
▽
山
谷
真
由

同
準
２
級

３
年=

上
田
沙
織
▽
小
川
真
奈
▽
金

崎
文
香
▽
福
野
春
菜
▽
森
ち
ず
え

▽
東 

詩
織
▽
２
年=

廣
田
穂
奈
美

▽
渥
美
杏
奈
▽
橘 

麻
未
▽
蓮
元
里

沙
▽
安
東
佑
華
▽
櫻
井
貴
世
▽
宮

崎
真
理
▽
兼
信
祐
太
▽
佐
藤
祐
亮

▽
田
路
優
里
佳
▽
山
北
千
夏
▽
与

野
香
織
▽
安
藤
政
則
▽
岩
上
大
志
▽

大
田
三
友
紀
▽
奥
井
賢
太
郎
▽
金
崎

祥
大
▽
北
井
杏
奈
▽
島
田
秋
桜
子
▽

辻 

優
衣
▽
堀
江
知
美
▽
政
岡
良
寛

▽
光
英
勇
太
▽
１
年=

石
丸
朋
佳
▽

保
﨑
有
沙
▽
三
谷
友
美
▽
宮
崎
仁
美

▽
上
地 

涼
▽
大
原
有
紗
▽
中
村
仁

美
▽
安
原
千
尋
▽
伊
藤
雄
大
▽
源
野

聡
子
▽
讃
岐
康
加
▽
辰
岡
優
希
▽
坪

田
真
理
子
▽
西
村
亮
祐
▽
畑
雄
隆
▽

林 

尚
人
▽
馬
場
智
亜
里
▽
南 

貴

士
▽
山
本
千
紘
▽
東 

武
司
▽
伊
東

伶
芳
▽
今
村
翔
太
▽
大
原
さ
お
り
▽

川
口
翔
平
▽
川
路
祥
子
▽
澤
田
智
樹

▽
西
本
里
穂
▽
野
地
早
苗
▽
畭 

美

近
づ
く
学
園
80
周
年
記
念

み
ん
な
で
盛
り
上
げ
よ
う
！

　

学
園
は
来
年
２
０
０
９
年
１
月
に

創
立
80
周
年
を
迎
え
る
。
学
園
で
学

び
、
働
く
み
ん
な
で
80
周
年
を
盛
り

上
げ
よ
う
と
、
記
念
事
業
の
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
を
在
学
生
や
教
職
員
を

対
象
に
３
月
か
ら
５
月
末
ま
で
募
集

し
た
。

　

審
査
は
６
月
な
の
で
、
決
定
し
た

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
こ
の
学
報

「
Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ａ
Ｌ　

Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
」
で

紹
介
で
き
な
い
の
が
残
念
だ
が
、
第

２
弾
と
し
て
、
選
ば
れ
た
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
に
見
合
う
シ
ン
ボ
ル
マ
ー

ク
の
募
集
が
学
内
外
で
予
定
さ
れ
て

い
る
。

　

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
最
優
秀
作

に
は
副
賞
と
し
て
５
万
円
、
優
秀
作

に
は
１
万
円
（
い
ず
れ
も
図
書
カ
ー

ド
）
が
贈
ら
れ
る
。

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
募
集

グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞

な
ど
３
賞
を
受
賞
！

守
口
キ
ャ
ン
パ
ス
食
堂

　

２
０
０
７
年
３
月
に
完
成
し
た
大

学
・
短
大
の
食
堂
棟
＝
写
真
＝
（
守

口
キ
ャ
ン
パ
ス
）
が
、
２
０
０
７
年

度
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
を
受
賞
し

た
。

　

財
団
法
人
日
本
産
業
デ
ザ
イ
ン
振

興
会
が
主
催

す
る
も
の

で
、
建
築
・

環
境
デ
ザ
イ

ン
部
門
で
の

受
賞
。
受
賞

者
は
、
建
築

設
計
を
行
っ

た
株
式
会
社

安
井
建
築
設

計
事
務
所
。

　
「
ガ
ラ
ス
に
施
し
た
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
に
よ
っ
て
、
大
学
に
ふ
さ
わ
し
い

楽
し
く
若
々
し
い
雰
囲
気
が
良
い
」

と
審
査
委
員
に
コ
メ
ン
ト
さ
れ
、
デ

ザ
イ
ン
の
総
合
的
な
完
成
度
な
ど
が

評
価
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
１
階
の
憩
い
の
場
で
あ
る

ピ
ロ
テ
ィ
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｎ
賞
公
共
サ
イ

ン
部
門
お
よ
び
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
デ
ザ

イ
ン
賞
２
０
０
７
で
入
選
し
た
。

い
ざ
…
に
備
え
て

救
命
・
救
急
法
学
ぶ

幼
稚
園
で
講
習
会
開
く

　

４
月
11
日
、
幼
稚
園
に
お
い
て
救

命
・
救
急
講
習
会
が
開
催
さ
れ
た
。

不
測
の
事
態
に
備
え
て
自
ら
対
応
で

き
る
よ
う
に
と
、
守
口
・
門
真
消
防

組
合
に
依
頼
し
て
行
わ
れ
た
も
の
。

当
日
は
幼
稚
園
教
職
員
10
人
の
ほ
か
、

大
学
や
法
人
本
部
職
員
も
参
加
し
て
、

心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法

な
ど
を
習
得
、
受
講
者
全
員
に
市
民

救
命
士
認
定
証
が
交
付
さ
れ
た
。

救命・救急講習会で心肺蘇生に取り組む職
員ら

ク
ラ
ブ
活
動

 
別
途
記
事
掲

（
載
は
省
略
。
）

 
敬
称
略

大
学
・
短
大

軟
式
野
球
部

・ 

11
／
14　

第
24
回
西
日
本
大
学
選
手
権
大

会　

３
位

陸
上
競
技
部

・ 

１
／
14　

第
31
回
「
新
春
走
ろ
う
か
い
」

ひ
ら
か
た
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン　

女
子
一

般
ハ
ー
フ　

安
田
絵
美
（
国
際
大
Ａ
Ｃ
）

３
位

・ 

１
／
27　

大
阪
国
際
女
子
マ
ラ
ソ
ン　

安
田
絵
美
（
国
際
大
Ａ
Ｃ
）
完
走
▽
野

寺
真
由
（
ス
ポ
行
４
）
出
場
▽
宮
田　

翼
（
同
）
出
場
▽
大
阪
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ

ン　

戸
島
祥
貴
（
人
健
３
）
14
位

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

・ 

１
／
13　

大
阪
府
学
生
６
人
制
身
長
制

優
勝
大
会　

準
優
勝

女
子
ラ
ク
ロ
ス
部

・ 

11
／
17　

関
西
学
生
リ
ー
グ
戦
１
部 

準

決
勝
進
出　

１

－

９
で
関
西
学
院
大
学

に
敗
退

滝
井
高
校

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

・ 

12
／
19　

近
畿
私
学
大
会　

優
勝

・ 

12
／
23 

全
国
私
立
高
校
選
手
権
大
会  

ベ
ス
ト
８

大
和
田
高
校

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

・ 

11
／
11　

大
阪
私
学
総
合
大
会 

ベ
ス

ト
16

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部

・ 

12
／
24　

大
阪
府
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン

テ
ス
ト　

銀
賞

大
和
田
中
学

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

・ 

２
／
17　

大
阪
新
人
大
会 

ベ
ス
ト
４

・ 

３
／
28　

近
畿
選
抜
優
勝
大
会　

優
勝

女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

・ 

11
／
18　

私
学
大
会 

準
優
勝

男
女
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

・ 

４
／
13　

大
阪
春
季
団
体
リ
ー
グ
戦
（
男

女
）
優
勝

里
▽
東
平
裕
子
▽
尾
藤
真
知
子
▽
山

本
晃
寛
▽
岩
井 

聡
▽
高
智
新
平
▽

佐
々
木
祐
希
▽
瀬
尾
耕
太
▽
垂
井
麻

実
▽
豊
島
千
里
▽
中
村
弘
樹
▽
西
山

智
志
▽
宮
本
圭
太
▽
山
中
里
沙
▽
山

本
勇
治
▽
吉
田
美
佳

数
検
２
級

１
年=

中
村
貴
紀

同
準
２
級

２
年=

笹
部
晃
司
▽
森
実
美
彩
希
▽

山
本
麻
加
▽
吉
岡
昭
人
▽
佐
藤
祐
亮

▽
１
年=

中
井　

陵
▽
垂
井
麻
実
▽

豊
島
千
里
▽
出
雲
夏
樹
▽
古
岡
優
弥

▽
福
田
友
里
▽
井
上
智
香
▽
多
々
良

彩
▽
西
澤
阿
以
▽
長
谷
部
瑞
希
▽
湊

口
菜
摘
▽
津
灘
航
平
▽
矢
田
拓
也
▽

有
本
花
奈
子
▽
池
田
香
織
▽
大
村
優

梨
亜
▽
西
尾
綾
花
▽
伊
喜
貴
史
▽
武

藤
寿
典
▽
東
岡
祐
示
▽
福
留
翔
悟
▽

大
原
有
紗
▽
高
橋
英
里
▽
松
下
仁
紀

▽
安
保
陽
佳
▽
安
達
達
也
▽
石
原
一

彦
▽
井
上
雅
人
▽
國
近
祐
太
▽
松
井

元
気
▽
岩
谷　

歩
▽
源
野
聡
子
▽
土

山
真
佑
実
▽
坪
田
真
理
子
▽
中
出　

颯
▽
野
地
早
苗
▽
今
西
宏
貴
▽
高
智

新
平
▽
中
村
弘
樹
▽
平
川
大
起
▽
三

好
佑
一

◆
大
和
田
中
学

英
検
準
２
級

３
年=

寺
裏
侑
里
子
▽
篠
原
千
尋
▽

白　

真
生
▽
森
田
千
鶴
▽
西
原
惟
仁

▽
井
上
雅
也
▽
１
年=

乾　

綾
香

幼
稚
園
絵
画·

書
初
め
表
彰  (

敬
称
略)

第
67
回
全
国
教
育
美
術
展

入
選=

あ
や
め
組　

石
丸　

澄
▽

速
水
葵
衣
▽
ひ
ま
わ
り
組　

三
木
遥

日
▽
佐
藤
初
音
▽
佳
作=

あ
や
め

組　

嶋
田
真
也
▽
ひ
ま
わ
り
組　

西

山　

崇
▽
す
み
れ
組　

土
江　

葵

第
44
回
全
大
阪
幼
少
年
美
術
展

佳
作=

あ
や
め
組　

中
村
な
ぎ
さ

▽
速
水
葵
衣
▽
川
原
啓
吾
▽
中
村
咲

也
▽
ゆ
り
組　

稲
澤
七
香
▽
す
み
れ

組　

小
川
祥
璃
▽
武
久　

航
▽
立
嶋

悠
人
▽
安
澤
海
人
▽
努
力
賞=

あ

や
め
組　

野
添
七
星
▽
豊
島
正
輝
▽

ゆ
り
組　

井
上
和
希
▽
坂
本
愛
華
▽

野
村
帆
香
▽
徳
家
百
恵
▽
ひ
ま
わ
り

組　

木
下
み
い
な
▽
西
山　

崇
▽
元

川
望
海
▽
す
み
れ
組　

金　

洋
生
▽

山
岸　

要
▽
吉
延
玲
音

個
人
出
品

京
阪
書
初
め
展

入
選=

ゆ
り
組　

安
澤
洋
人

第
53
回
全
日
本
学
生
美
術
展

佳
作=

ゆ
り
組　

上
村
美
音
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平成21年度  入試日程
大
阪
国
際
大
学
大
学
院

選考種別（略称） 出願期間（締切日消印有効） 選考日

修
士
課
程

一次
経 営 情 報 学 研 究 科

９月８日(月)〜16日(火) ９月27日(土)
総 合 社 会 科 学 研 究 科

二次
経 営 情 報 学 研 究 科

平成20年１月28日(火)〜２月４日(水) ２月14日(土)
総 合 社 会 科 学 研 究 科
博士（後期）課程

経営情報学研究科のみ 平成20年１月28日(火)〜２月４日(水) ２月14日(土)

大
阪
国
際
大
学

選考種別（略称） 出願期間（締切日消印有効） 選考日
A O 選 考 １ 期 ９月８日(月)〜９月12日(金) ９月20日(土)
留 学 生 ( 現 地 入 試 ) ９月16日(火)〜10月３日(金) 10月下旬〜11月中旬
指 定 校 推 薦

10月６日(月)〜10月14日(火) 10月18日(土)
指 定 校 推 薦 ( 特 別 指 定 校 )
顧 問 間 推 薦 Ⅰ 期
特 別 推 薦 ( 同 窓 子 女 )
留 学 生 ( 内 部 ) 10月15日(水)〜10月22日(水) 11月１日(土)
推 薦 Ⅰ 期

10月20日(月)〜10月27日(月)

11月１日(土)･２日(日)
推 薦 ( 専 門　 ･ 総 合 ) Ⅰ 期

11月２日(日)
内 部 推 薦
Ａ Ｏ 選 考 ２ 期
特 別 推 薦 ( 同 窓 子 女 )

留学生 (日本留学試験利用 ･ 国外)

11月７日(金)〜11月14日(金)

出願期間に日本留学
試験の点数を提出

留学生（指定校推薦ビジネス・現代社会・国際コミュニケーション学部）
留学生(特別指定校推薦Ⅰ期現代社会学部） （国内）

11月22日(土)
留 学 生 Ⅰ 期
推 薦 Ⅱ 期

11月10日(月)〜11月17日(月)

11月22日(土)·23日(日)
推 薦 ( 専 門　 ･ 総 合 ) Ⅱ 期

11月23日(日)
帰 国 生 徒
社 会 人
Ａ Ｏ 選 考 ３ 期
特 別 推 薦 ( 同 窓 子 女 )
推 薦 Ⅲ 期

12月１日(月)〜12月８日(月) 12月13日(土)
推 薦 ( 専 門　 ･ 総 合 ) Ⅲ 期
指 定 校 推 薦 ( 特 別 指 定 校 )
顧 問 間 推 薦 Ⅱ 期
特 別 推 薦 ( 同 窓 子 女 )
一 般 Ａ 日 程

１月６日(火)〜１月19日(月)

１月24日(土)･25日(日)
内 部 推 薦 Ⅱ

１月25日(日)指 定 校 推 薦 ( 特 別 指 定 校 )
Ａ Ｏ 選 考 ４ 期
セ ン タ ー 利 用 Ⅰ 期 １月６日(火)〜２月２日(月) −
留 学 生 Ⅱ 期
留学生(特別指定校推薦Ⅱ期現代社会学部) １月７日(水)〜１月14日(水) １月24日(土)

留 学 生 Ⅲ 期
留学生(特別指定校推薦Ⅲ期現代社会学部) ２月２日(月)〜２月９日(月) ２月19日(木)

一 般 Ｂ 日 程
２月２日(月)〜２月13日(金)

２月19日(木)
Ａ Ｏ 選 考 ５ 期
セ ン タ ー 利 用 Ⅱ 期 −
一 般 Ｃ 日 程

３月２日(月)〜３月９日(月)
３月14日(土)

内 部 推 薦 Ⅲ
指 定 校 推 薦 ( 特 別 指 定 校 )
Ａ Ｏ 選 考 ６ 期
セ ン タ ー 利 用 Ⅲ 期 −

大
阪
国
際
大
学
短
期
大
学
部

選考種別（略称） 出願期間（締切日消印有効） 選考日
Ａ Ｏ 選 考 １ 期 ９月８日(月)〜９月12日(金) ９月20日(土)
指 定 校 推 薦

10月６日(月)〜10月14日(火) 10月18日(土)顧 問 間 推 薦 Ⅰ 期
特 別 推 薦 ( 同 窓 子 女 )
推 薦 Ⅰ 期

10月20日(月)〜10月27日(月)

11月１日(土)･２日(日)
推 薦 ( 専 門　 ･ 綜 合 ) Ⅰ 期

11月２日(日)
内 部 推 薦
Ａ Ｏ 選 考 ２ 期
特 別 推 薦 ( 同 窓 子 女 )
推 薦 Ⅱ 期

11月10日(月)〜11月17日(月)

11月22日(土)·23日(日)
推 薦 ( 専 門　 ･ 綜 合 ) Ⅱ 期

11月23日(日)
帰 国 生 徒
社 会 人
Ａ Ｏ 選 考 ３ 期
特 別 推 薦 ( 同 窓 子 女 )
推 薦 Ⅲ 期

12月１日(月)〜12月８日(月) 12月13日(土)
推 薦 ( 専 門　 ･ 綜 合 ) Ⅲ 期
顧 問 間 推 薦 Ⅱ 期
特 別 推 薦 ( 同 窓 子 女 )
一 般 Ａ 日 程

１月６日(火)〜１月19日(月)
１月24日(土)·25日(日)

内 部 推 薦 Ⅱ
１月25日(日)

Ａ Ｏ 選 考 ４ 期
セ ン タ ー 利 用 １月６日(火)〜２月２日(月) −
一 般 Ｂ 日 程

２月２日(月)〜２月13日(金) ２月19日(木)
Ａ Ｏ 選 考 ５ 期
一 般 Ｃ 日 程

３月２日(月)〜３月９日(月) ３月14日(土)内 部 推 薦 Ⅲ
Ａ Ｏ 選 考 ６ 期

大
阪
国
際
大
学 

編
入
学

選考種別（略称） 出願期間（締切日消印有効） 選考日

留 学 生（ 協 定 校 推 薦 ) ５月26日(月)〜６月２日(月) 小論文提出期間
６月９日(月)〜６月13日(金)

留 学 生 （ 内 部 ) 10月15日(水)〜10月22日(水) 11月１日(土)
内 部 編 入 Ⅰ 期

10月20日(月)〜10月27日(月) 11月２日(日)
指 定 校 編 入 Ⅰ 期
留 学 生 Ⅰ 期 11月７日(水)〜11月14日(金) 11月22日(土)
一 般 編 入 Ⅰ 期

11月10日(月)〜11月17日(月) 11月23日(日)
社 会 人 編 入 Ⅰ 期
指 定 校 編 入 Ⅱ 期 12月１日(月)〜12月８日(月) 12月13日(土)
内 部 編 入 Ⅱ 期 １月６日(火)〜１月19日(月) １月25日(日)
留 学 生 Ⅱ 期 １月７日(水)〜１月14日(水) １月24日(土)
留 学 生 Ⅲ 期 ２月２日(月)〜２月９日(月) ２月19日(木)
内 部 編 入 Ⅲ 期

２月２日(月)〜２月13日(金) ２月19日(木)
指 定 校 編 入 Ⅲ 期
一 般 編 入 Ⅱ 期
社 会 人 編 入 Ⅱ 期

　

こ
こ
数
年
、
私
立
大
学
の
入
試
状

況
は
都
市
部
の
知
名
度
の
高
い
大

学
に
志
願
者
が
集
中
し
、
そ
れ
以
外

の
大
学
で
は
志
願
者
が
減
少
す
る

と
い
う
二
極
化
の
状
態
が
続
い
て

い
る
。

　

本
学
に
お
い
て
も
平
成
20
年
度
入

試
は
志
願
者
数
が
前
年
を
下
回
り
、

大
学
・
短
期
大
学
部
と
も
総
入
学
定

員
を
上
回
る
入
学
者
は
確
保
で
き
た

も
の
の
、
想
像
を
は
る
か
に
越
え
る

厳
し
い
１
年
で
あ
っ
た
。

　

お
そ
ら
く
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
次

年
度
以
降
の
入
試
に
お
い
て
も
続
く

も
の
と
考
え
ら
れ
、
学
部
の
新
設
や

入
試
方
式
・
地
方
試
験
会
場
の
拡
大

等
、
昨
年
度
以
上
の
改
革
を
行
う
大

学
は
さ
ら
に
増
加
す
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。18
歳
人
口
の
減
少
に
よ
り
、

大
学
は
生
き
残
り
を
か
け
て
、
よ
り

時
代
に
即
し
た
「
魅
力
あ
る
学
部
・

学
科
」
の
立
ち
上
げ
等
に
総
力
を
上

げ
て
取
り
組
ん
で
き
て
い
る
。
本
学

も
平
成
20
年
度
入
試
で
は
総
入
学
定

員
を
確
保
で
き
た
も
の
の
、
次
年
度

以
降
、
安
泰
と
い
う
保
障
は
な
い
。

入
試
・
広
報
部
と
し
て
も
各
学
部
・

学
科
の
入
学
定
員
を
確
保
す
る
た
め

に
、
併
設
高
校
と
の
連
携
は
言
う
ま

で
も
な
く
地
元
の
高
等
学
校
と
の
関

係
を
さ
ら
に
強
化
し
、
大
学
の
情
報

を
き
め
細
か
く
発
信
し
信
頼
さ
れ
る

大
学
づ
く
り
が
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
本
学
を
志
望
す
る
受
験
生

の
多
く
は
、
本
学
の
面
倒
見
の
よ
さ

や
教
職
員
と
学
生
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
点

な
ど
を
評
価
し
て
く
れ
て
い
る
。
実

際
に
学
生
が
卒
業
後
に
役
に
立
つ
の

は
、
そ
の
大
学
の
知
名
度
や
ブ
ラ
ン

ド
力
で
は
な
く
、
教
育
や
サ
ー
ビ
ス

の
中
身
と
得
ら
れ
た
知
識
や
経
験
で

あ
る
。
本
学
は
こ
の
中
身
で
勝
負
で

き
る
大
学
で
あ
り
、
こ
の
点
を
強
み

と
し
て
広
報
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

　

滝
井
高
校
で
は
、
個
性
に
応
じ
た

教
育
（
テ
ー
ラ
ー
メ
イ
ド
教
育
）
を

推
進
し
て
い
る
。
昨
年
度
に
設
置
さ

れ
た
体
育･

吹
奏
楽
コ
ー
ス
を
は
じ

め
幼
児
保
育
進
学
、
看
護
進
学
と

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
を
目
的
と
し
た

コ
ー
ス
が
充
実
し
て
い
る
。
ま
た
、

特
進
コ
ー
ス
や
国
際
科
な
ど
進
学
を

目
指
し
た
科
・
コ
ー
ス
も
き
め
細
か

な
指
導
が
人
気
を
呼
ん
で
い
る
。

　

昨
年
度
は
「
こ
こ
に
は
凛
と
し
た

美
し
い
生
徒
が
い
る
」
を
合
言
葉
と

し
て
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
基
本
的
な

生
活
態
度
の
よ
り
一
層
の
向
上
に
努

め
た
。
総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
は

「
地
域
清
掃
活
動
」を
継
続
し
て
お
り
、

近
隣
の
住
民
の
方
か
ら
も
高
く
評
価

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
生
徒
会
が
主

体
と
な
っ
た
「
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
な
ど
生
徒
が
自
ら
向
上

し
よ
う
と
す
る
活
動
も
始
ま
っ
た
。

　

公
立
志
向
、共
学
志
向
が
強
い
な
か
、

私
学
の
女
子
高
の
生
徒
募
集
は
苦
戦

が
続
い
て
い
る
。
本
校
の
平
成
20
年

度
生
徒
募
集
は
、
９
８
５
人
と
大
阪

府
下
の
私
立
女
子
高
で
は
最
多
の
受

験
生
が
集
ま
り
入
学
生
も
定
員
ど
お

り
の
２
５
０
人
を
確
保
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
こ
れ
ま
で
、
隔
年
で
入
学

生
が
落
ち
込
む
傾
向
の
あ
る
中
で
昨

年
度
に
引
き
続
き
好
結
果
と
な
っ
た
。

　

近
畿
地
方
の
私
立
中
学
校
入
試
は

入
試
解
禁
日
の
統
一
が
か
な
り
定
着

し
て
き
た
た
め
か
、
受
験
機
会
の
減
少

か
ら
併
願
校
数
の
絞
込
み
も
す
す
み
、

受
験
生
数
は
私
学
受
験
熱
の
高
ま
り

に
比
し
て
大
き
な
変
化
は
無
い
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
大
阪
で
は
、
平
均
倍
率

が
昨
年
の
１
・
70
か
ら
１
・
57
に
ダ
ウ

ン
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、「
受
験
生

の
行
き
た
い
学
校
」
へ
の
人
気
は
年
々

高
く
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

本
中
学
校
で
は
、
オ
ー
プ
ン
ス

ク
ー
ル
、
学
校
説
明
会
に
加
え
て
昨

秋
に
は
体
験
学
習
会
を
新
た
に
実
施

オープンキャンパス・
オープンスクール予定

大学（枚方キャンパス）
オープンキャンパス
７月27日㈰、８月10日㈰、
８月23日㈯、10月５日㈰

大学・短大（守口キャンパス）
オープンキャンパス
６月21日㈯、７月19日㈯、
７月20日㈰、８月９日㈯、
８月20日㈬、９月６日㈯、
９月７日㈰

滝井高校
文化祭　９月21日㈰
オープンスクール　９月27日㈯、
10月19日㈰、11月15日㈯
入試説明会　11月８日㈯、11月30日㈰、
12月７日㈰、12月13日㈯
入試個別相談会　12月８日㈪〜12日㈮

大和田高校
オープンスクール　９月20日㈯
入試説明会　11月15日㈯、11月30日㈰

大和田中学
オープンスクール　７月19日㈯
体験学習会　10月11日㈯
入試説明会　10月18日㈯、11月15日㈯

平
成
20
年
度
の
入
試
を
振
り
返
っ
て

総
定
員
上
回
る
入
学
者
は
確
保

 

大 

学
・
短 

大 

 

滝  

井  

高  

校 

 

大
和
田
中･

高
校 

府
下
私
立
高
最
多
の
受
験
生

「
特
進
」「
国
際
科
」
な
ど
人
気

期
待
に
応
え
る
学
校
づ
く
り
へ

　

こ
の
背
景
と
し
て
は
変
化
す
る
本

校
に
対
し
て
受
験
生･

保
護
者
、
中

学
校
・
塾
関
係
者
の
関
心
が
集
ま
っ

て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ

か
ら
も
確
か
な
改
善
を
積
み
重
ね
、

各
方
面
か
ら
の「
期
待
に
応
え
う
る
」

学
校
づ
く
り
を
推
し
進
め
、
安
定
し

た
生
徒
募
集
を
続
け
た
い
。

（
滝
井
高
校　

校
長　

中
田　

碩
也
）

し
た
。
各
行
事
に
は
、
前
年
以
上
の

参
加
者
が
見
ら
れ
た
。
入
学
試
験
に

は
97
人
の
出
願
が
あ
り
、
67
人
の
入

学
生
を
迎
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
受

験
生
・
入
学
生
と
も
に
前
年
度
を
下

回
っ
た
数
で
あ
る
が
、
受
験
生
に
占

め
る
男
子
生
徒
の
比
率
は
前
年
度
を

上
回
り
、
受
験
生
の
学
力
も
大
き
く

向
上
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
校

で
の
更
な
る
成
長
を
期
待
し
た
い
。

　

大
阪
府
下
の
高
等
学
校
入
試
で

は
、
平
均
倍
率
が
３･

17
倍
で
ほ
ぼ

昨
年
並
み
と
な
っ
た
。
し
か
し
な
が

ら
私
立
専
願
率
は
、
22･

８
％
と
昨

年
を
更
に
下
回
り
過
去
最
低
に
な
っ

た
。
こ
れ
は
、
公
立
高
等
学
校
の
通

学
区
域
再
編
に
よ
り
、
公
立
高
校
人

気
が
高
く
な
っ
た
た
め
と
思
わ
れ

る
。
し
か
し
中
学
校
と
同
様
に
、「
行

き
た
い
学
校
」
へ
の
人
気
は
高
く

な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

本
高
校
で
は
、
共
学
化
以
降
年
々

男
子
生
徒
数
が
増
加
し
て
い
る
が
、

今
年
度
入
試
で
の
男
子
受
験
生
の

割
合
は
45･

５
％
と
昨
年
を
７
％
上

回
っ
た
。
特
に
専
願
受
験
生
で
見
る

と
、前
年
度
を
10
％
上
回
る
62･

１
％

を
占
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

（
大
和
田
中
・
高
校　

教
頭

河
井　

康
宏
）

男
子
受
験
率
、
今
年
度
も
増
加

「
行
き
た
い
学
校
」
人
気
高
い

（
入
試
・
広
報
部　

課
長
代
理

藤
井　

重
喜
）

DATA　平成20年度　入試結果
大
阪
国
際
大
学

大

学

院

大　

阪　

国　

際　

大　

学

大
阪
国
際
大
学
短
期
大
学
部

大
阪
国
際
滝
井
高
等
学
校

大
阪
国
際

大
和
田
高
等
学
校

大
阪
国
際

大
和
田
中
学
校

志願者 受験者 合格者
経営情報学研究科 博士課程  0  0  0

修士課程 21 18 11
総合社会科学研究科 修士課程  7  7  3

AO 推薦 一般 総合計
志願者数 受験者数 合格者数 志願者数 受験者数 合格者数 志願者数 受験者数 合格者数 志願者数 受験者数 合格者数

ビジネス学部  17  14  14   260   259 170 335 316 126   612   589   310
　経営デザイン学科  17  14  14   165   165 120 194 183  74   376   362   208
　経済ファイナンス学科   0   0   0    95    94  50 141 133  52   236   227   102
現代社会学部   7   7   7   151   150  98 196 190  95   354   347   200
　情報デザイン学科   2   2   2    76    76  53 100  95  43   178   173    98
　法律政策学科   5   5   5    75    74  45  96  95  52   176   174   102
人間科学部  57  56  56   487   485 327 295 285 117   839   826   500
　心理コミュニケーション学科  17  17  17   183   182 121 135 132  58   335   331   196
　人間健康科学科  12  12  12   153   152  95  96  91  33   261   255   140
　スポーツ行動学科  28  27  27   151   151 111  64  62  26   243   240   164
国際コミュニケーション学部  24  24  24   164   162 132 140 127  90   328   313   246
合計 105 101 101 1,062 1,056 727 966 918 428 2,133 2,075 1,256
数値については第２・３志望等を含む。

AO 推薦 一般 総合計
志願者数 受験者数 合格者数 志願者数 受験者数 合格者数 志願者数 受験者数 合格者数 志願者数 受験者数 合格者数

ライフデザイン総合学科 19 19 19 258 258 210  59  50 24 336 327 253
　栄養士コース  9  9  9  77  77  70  15  15 10 101 101  89
　ライフデザインコース  2  2  2  45  45  34   9   8  1  56  55  37
　総合ビジネスコース  2  2  2  37  37  26  11   8  0  50  47  28
　観光・英語コース  6  6  6  75  75  61  22  17 12 103  98  79
　情報コミュニケーションコース  0  0  0  24  24  19   2   2  1  26  26  20
幼児保育学科 64 64 63 370 369 149  58  51  5 492 484 217
　保育コース 35 35 34 263 262 107  39  37  4 337 334 145
　音楽コース 13 13 13  45  45  25   8   7  1  66  65  39
　体育コース 16 16 16  62  62  17  11   7  0  89  85  33
合計 83 83 82 628 627 359 117 101 29 828 811 470
数値については第２・３志望等を含む。

専　　願 併　　願
志願者数 合格者数 志願者数 合格者数

普
通
科

体育・吹奏楽
体育  16  16  16  16
吹奏楽  17  17  22  22

標準  60  ※62　 382 ※390　
幼児保育進学  27  24  84  83
看護進学  16  13  59  58
特進  11  11 168 165

国　　際　　科  23  21  71  68
1.5 　　　　次   7 ※6   5   5
2   　　　　次   1   1 ── ──
合　　　　　計 178 ※171　 807 ※807　

※第２希望合格者を含む人数

普 通 科
専　　願 併　　願

志願者数 合格者数 志願者数 合格者数
理 数 コ ー ス  70  31 408 226
英 数 コ ー ス  62 ※101  329 ※510　
1.5 　　　　次   3   3   5   5
合　　　　　計 135 135 742 741

※第２希望合格者を含む人数

志願者数 合格者数
₁　　　　　次 56 53
₂　　　　　次 41 31
合　　　　　計 97 84
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大
阪
国
際
大
学
政
経
学
部
＇98
年
卒

㈱
キ
ッ
ズ
シ
テ
ィ
ー
ジ
ャ
パ
ン

「
キ
ッ
ザ
ニ
ア
関
西
」
開
業
準
備
室 

オ
フ
ィ
ス･

マ
ネ
ジ
ャ
ー

 
 
 
 
 
 
 

伊
藤　

豊

大
阪
国
際
大
学
人
間
科
学
部

ス
ポ
ー
ツ
行
動
学
科
＇05
年
卒

「A

☆S
 S
tu
d
io
 K
id
's

」
主
宰

フ
リ
ー
ダ
ン
ス
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

 
 

本
山　

彩
乃

OB・OGレポート

こどもたちの笑顔を見るために
　現在私は、こども達が体験を通して、楽しみながら社会について学
べる「エデュテインメント」の提供というコンセプトに共感し、㈱キッ
ズシティージャパン「キッザニア関西」開業準備室の一員として２００７
年６月から働いています。
　まだまだ開業に向けやることが山積みで、小人数で幅広い業務を行
う中、時間も体力もフル稼働する日々を過ごしていますが、関西のこ
ども達の笑顔を見るために一心不乱でがんばっています。
　２００６年10月に日本に初上陸した「キッザニア東京」には、オープン
以来沢山のこども達の来場があり、リピーターも続出し年間82万人を
超える盛況振りです。場内には、実際の３分の２サイズに作られた街
に、テレビ局・お菓子工場など約50のパビリオンが建ち並びます。
そこでは、本物そっくりのユニフォームを身に着けたこども達が楽し
く、真剣にお仕事や社会体験に取り組むことが出来ます。特にあこが
れのお仕事ができる、働いてお金がもらえる、それを使ってサービス
を受けられるなど、自分達の力で、大人と同じ体験が出来ることが人
気の秘密です。
　私は、より多くのこども達への体験機会の提供を目指し、キッザニ
ア関西（仮称）の２００9年春開業に向けてまい進して行きたいと考えて
おります。努力に限りはありません。在学生の皆さんも自分の夢を信
じて、頑張って下さい。

今だからこそ好きなことを仕事に
　子ども達に動くことの楽しさを教えたい。これが、わたしの漠然と
した夢でした。
　私は、現在フリーインストラクターとして、ダンスや体操を指導さ
せてもらっています。
　最初は、この指導の立場につくまでに、どこから始めたらいいのか
さえも、分からない状態でした。その時に、大学時代からお世話になっ
ていた恩師に相談し始めたことがきっかけで、自分からとにかく何か
行動をすることを身につけることが出来たと思います。
　教室を探し、そこから募集をかけ、人数を集める。もちろん、生徒
が居ない日や１人のときもありましたが、数年かけてなんとか自分達
で発表会やお祭りなどに参加できるまでに成長することができまし
た。現在は、１箇所だけでなくさまざまな場所で指導をさせていただ
けるようになり、毎日たくさんの生徒達と充実した日々を送ることが
出来ています。好きなことを仕事にするのは、時間もかかるし、とて
も勇気がいることだと思います。でもわたしは今だからこそ、もし失
敗したとしても、成長できる時期だと強く感じています。

　

平
成
19
年
度
の
就
職
採
用
戦
線

は
、
多
く
の
企
業
が
採
用
増
に
動
き

ま
し
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
①
団
塊

世
代
の
定
年
退
職
の
開
始
②
前
年
に

予
定
人
数
を
採
用
で
き
な
か
っ
た
企

業
の
積
極
採
用
③
企
業
・
働
く
側
双

方
に
正
社
員
志
向
が
強
ま
っ
た
と
い

う
三
つ
の
事
情
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

結
果
、
新
卒
に
対
す
る
求
人
総
数
は

バ
ブ
ル
期
を
上
回
り
93･

３
万
人
と

過
去
最
高
と
な
り
、
求
人
倍
率
は
２

･
14
倍
（
共
に
リ
ク
ル
ー
ト
ワ
ー
ク

ス
社
調
査
、
大
学
の
み
）
と
16
年
振

り
に
２
倍
を
超
え
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　

平
成
19
年
度
を
振
り
返
る
と
、
平

成
19
年
２
月
１
日
現
在
の
就
職
内
定

状
況
（
文
部
科
学
省
・
厚
生
労
働
省

調
査
）
は
、
大
学
88･

７
％
、
短
大

76･

７
％
（
昨
年
比
大
学
１･
０
ポ
イ

ン
ト

、

短
大
６･

１
ポ
イ

ン
ト

ア
ッ
プ
）
と
な
っ
て

お
り
、
数
字
的
に
は
超
売
り
手
市
場

と
言
わ
れ
た
昨
年
を
さ
ら
に
上
回
る

結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

学
生
側
か
ら
見
れ
ば
、
就
職
の
外

部
環
境
は
今
ま
で
に
な
い
好
環
境
で

あ
り
ま
し
た
が
、
一
方
企
業
側
か
ら

見
た
採
用
活
動
は
非
常
に
厳
し
い
も

の
と
な
り
、
企
業
の
規
模
を
問
わ
ず

質
的
、
量
的
な
充
足
感
を
得
ら
れ
な

い
ま
ま
終
了
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
状
況
全
て

が
学
生
に
と
っ
て
有
利
に
働
い
た
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
企
業
が
採
用

活
動
の
早
期
化
に
動
い
た
こ
と
に
よ

り
、
学
生
は
従
来
に
も
増
し
て
就
職

観
や
職
業
感
の
醸
成
が
不
十
分
な
ま

ま
企
業
等
の
採
用
活
動
に
合
わ
さ
ざ

る
を
得
ず
、
結
果
と
し
て
質
に
こ
だ

わ
る
企
業
側
の
思
惑
と
マ
ッ
チ
せ
ず

な
か
な
か
内
定
が
獲
得
で
き
な
い
学

生
も
多
く
、
早
期
に
複
数
内
定
を
得

　

２
月
29
日
、
大
学
３
年
次
生
、

短
大
１
年
次
生
を
対
象
に
、
今
年

も
本
学
主
催
企
業
セ
ミ
ナ
ー
が
開

か
れ
た
。

　

場
所
は
、
就
職
活
動
中
の
学
生

の
利
便
性
も
考
え
、「
マ
イ
ド
ー
ム

お
お
さ
か
」（
大
阪
市
中
央
区
本
町

橋
）
１
階
の
展
示
場
を
借
り
、
本

学
の
学
生
の
た
め
だ
け
に
、
様
々

な
業
界
か
ら
約
80
社
の
採
用
担
当

者
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
い
た
。

　

会
社
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
読
み
き
れ
な
い
生
の

大
阪
国
際
大
学

法
政
経
学
部

＇08
年
卒

藤
原
裕
太

　

就
職
活
動
真
只
中
、
僕
は
病
院
の

ベ
ッ
ド
の
上
に
い
た
。
こ
こ
数
年
の

無
理
が
た
た
っ
て
入
院
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
の
だ
。

　

夢
の
実
現
の
た
め
に
選
ん
だ
大

大
阪
国
際
大
学

短
期
大
学
部

家
政
科
生
活
文

化
コ
ー
ス

＇08
年
卒

池
島
和
華

　

就
職
活
動
は
私
に
と
っ
て
、
短
大

で
の
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。
短

大
に
入
学
し
て
間
も
な
く
就
職
活
動

の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
、

早
く
か
ら
就
職
活
動
を
意
識
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
私
が
初
め
に
と

り
か
か
っ
た
の
は
、
履
歴
書
の
内
容

作
り
で
し
た
。

　

持
っ
て
い
る
資
格
が
少
な
か
っ
た

の
で
、
自
己
の
知
識
や
能
力
向
上
の

た
め
に
、
１
年
次
生
半
ば
頃
か
ら
資

格
試
験
の
勉
強
を
始
め
、
三
つ
の
資

格
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
自
己
Ｐ
Ｒ
の
内
容
を
考
え

る
た
め
に
、
自
分
を
客
観
的
に
見
つ

め
ま
し
た
。
そ
う
す
る
こ
と
で
自
己

超売り手市場続く

外部提携のキャリアプラザも好評

キャリア教育 指導の成果出る

る
者
と
そ
う
で
な
い
者
と
の
二
極
化

が
さ
ら
に
拡
大
し
た
感
は
否
め
ま
せ

ん
。

　

本
学
の
２
月
末
の
内
定
状
況
（
内

定
率
・
内
定
者
数
）は
大
学
88･

０
％
・

５
９
９
人
、
短
大
83･

１
％
・

２
８
０
人
（
昨
年
比
大
学
16･

４
ポ
イ

ン
ト

ア
ッ
プ
・
１
３
１
人
ア
ッ
プ
、
短
大

２･

６
ポ
イ

ン
ト

ア
ッ
プ
・
11
人
ア
ッ
プ
）

と
な
っ
て
お
り
、
従
来
か
ら
キ
ャ
リ

ア
セ
ン
タ
ー
が
取
り
組
ん
で
い
る
個

人
面
談
（
就
職
相
談
、
就
職
活
動
指

導
、
求
人
斡
旋
な
ど
）
を
メ
イ
ン
と

し
た
指
導
の
成
果
が
現
れ
て
い
る
と

言
え
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
平
成
19
年
度
は
キ
ャ
リ

ア
セ
ン
タ
ー
内
に
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ザ

を
開
設
し
、
外
部
機
関
（
関
西
雇
用

創
出
機
構
）
と
の
提
携
に
よ
り
専
門

的
な
立
場
か
ら
業
界
ア
ド
バ
イ
ス
や

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
実
施
す
る
体
制

を
構
築
し
、
学
生
支
援
体
制
を
強
化

す
る
こ
と
に
努
め
、
学
生
か
ら
も
好

評
を
得
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
加
え
新

た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
卒
業
生
に

対
す
る
卒
業
後
の
就
職
支
援
に
つ
い

て
も
、
外
部
機
関
（
関
西
雇
用
創
出

機
構
）
と
の
提
携
に
よ
り
平
成
19
年

度
か
ら
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ザ
を
窓
口
と

し
て
展
開
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
企
業
が
採
用
選
考
時
に

重
視
す
る
要
素
を
振
り
返
る
と
、
第

１
位
は
５
年
連
続
で
「
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
」
と
な
り
、
第
２

位
「
協
調
性
」、第
３
位
「
主
体
性
」、

第
４
位
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
」（
日

本
経
済
団
体
連
合
会
調
査
）
と
続
い

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
能
力
は
、
経

済
産
業
省
が
提
唱
し
て
い
る
「
社
会

人
基
礎
力
」
と
も
重
な
る
と
こ
ろ
が

多
く
、
今
後
ま
す
ま
す
大
学
に
対
す

る
よ
り
一
層
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充

実
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
思

わ
れ
ま
す
。

（
大
学
・
短
大
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

 

係
長 

石
村
年
啓
）

話
を
人
事
担
当
者
か
ら
直
接
聞
け
、

ブ
ー
ス
を
回
る
こ
と
に
よ
っ
て
様
々

な
業
種
研
究
も
で
き
る
格
好
の
機
会

と
し
て
、
学
生
か
ら
毎
年
好
評
だ
。

　

今
年
は
、
昨
年
を
上
回
る

４
６
９
人
の
参
加
学
生
を
得
て
、

会
場
は
熱
気
に
包
ま
れ
た
。
こ
の

本
学
主
催
企
業
セ
ミ
ナ
ー
が
、
次

の
ス
テ
ッ
プ
に
繋
が
る
場
合
が
多

く
、
企
業
に
よ
っ
て
は
１
次
選
考

を
兼
ね
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
と
あ
っ

て
、
皆
、
真
剣
な
表
情
で
積
極
的

に
ブ
ー
ス
を
回
っ
て
い
た
。

企業の生の声聞け 好評

会場、学生の熱気溢れる
今年も本学主催の企業セミナー

昨
年
を
上
回
る
人
数
の
学
生
が
参
加
し
て
、
熱
気
を
帯
び

る
本
学
主
催
企
業
セ
ミ
ナ
ー
の
会
場

　

平
成
19
年
度
の
資
料
分
析
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝
い
た

の
は
、
セ
ミ
ナ
ー
Ⅰ
で
は
、『
Ｃ
Ｄ
売

上
減
少
の
原
因
』
に
切
り
込
ん
だ
大

城
嘉
久
君
・
山
本
卓
矢
君
・
畠
山
佑

輝
君
（
村
下　

訓
ゼ
ミ
）
の
３
人
組
。

　

セ
ミ
ナ
ー
Ⅱ
で
は
、
仮
面
ラ
イ

ダ
ー
の
精
神
と
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精

神
」
の
共
通
点
を
見
い
出
し
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
歴
史
や
現
状
を
報
告
。

年
齢
層
で
は
20
代
、
地
域
別
で
は

大
阪
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
率
が
低

い
こ
と
を
訴
え
た
『
世
界
平
和
の
ラ

イ
ダ
ー
キ
ッ
ク
』
の
濱
口　

綾
さ
ん

(

田
窪
美
葉
ゼ
ミ
）。

　

そ
の
他
の
受
賞
作
は
以
下
の
通
り
。

★
Ⅰ
（
１
年
次
生
対
象
）
準
グ
ラ
ン

プ
リ　

岡
山
由
佳
『
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
傾
向　

一
考
察
」（
矢

島　

彰
ゼ
ミ
）
▽
小
野
奈
津
江
『
睡

眠
に
よ
る
生
活
へ
の
影
響
』（
何　

成

業
ゼ
ミ
）
▽
佳
作　

戸
田
義
隆
『
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
カ
ー
の
現
状
の
考
察
』

（
畠
山
利
一
ゼ
ミ
）▽
古
澤
佑
喜『Kevin 

Garnett

と
い
う
選
手
』（
山
本
紀
生

ゼ
ミ
）
▽
坂
本
里
咲
『
少
年
犯
罪
の

事
件
件
数
の
推
移
』（
韓 

尚
秀
ゼ
ミ
）

★
Ⅱ
（
２
年
次
生
対
象
）
準
グ
ラ
ン

プ
リ　

浅
田
和
人
『
介
護
保
険
の
矛

盾
』（
佐
藤
智
明
ゼ
ミ
）
▽
佳
作　

岡
野
恭
子 

『
煙
草
の
健
康
被
害
に
つ

い
て
〜
あ
な
た
の
生
存
率
〜
』（
石

川
高
行
ゼ
ミ
）
▽
西
村
守
央 

『
男
の

パ
ン
ツ
』（
高
橋
泰
代
ゼ
ミ
）（
敬
称
略
）

グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝
く

ユ
ニ
ー
ク
な
受
賞
作

国
際
大
経
営
情
報
学
部　

資
料
分
析
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

就
職
奮
戦
記

学
。
そ
の
た
め
に
必
死
に
努
力
を
し

て
き
た
。
そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
夢
を
夢

で
終
わ
ら
せ
な
い
た
め
。

　

し
か
し
、
夢
の
実
現
の
た
め
に
最

も
重
要
だ
っ
た
こ
と
は
、
自
分
自
身

を
大
切
に
す
る
こ
と
だ
っ
た
。
病
気

に
な
っ
た
こ
と
を
呪
っ
た
と
き
も

あ
っ
た
。

　

し
か
し
今
は
感
謝
す
ら
し
て
い

る
。
そ
れ
は
今
勤
務
し
て
い
る
会
社

と
出
会
え
た
か
ら
だ
。
今
の
会
社
と

出
会
え
て
、
同
期
の
仲
間
た
ち
と
出

会
え
た
。『
出
会
い
』
が
い
つ
も
僕

を
救
っ
て
く
れ
る
。
そ
し
て
学
ば
せ

て
く
れ
る
。

　

就
職
活
動
で
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
出

会
い
、
さ
ら
に
病
気
と
も
出
会
っ
て

そ
れ
を
乗
り
越
え
た
今
の
自
分
。
夢

を
実
現
さ
せ
た
違
う
未
来
の
自
分
よ

り
も
ず
っ
と
誇
り
に
思
え
る
。

　

就
活
が
う
ま
く
い
か
な
い
と
き
、

活
動
自
体
が
で
き
な
か
っ
た
と
き
、

僕
を
支
え
て
く
れ
た
恩
師
か
ら
の
言

葉
が
あ
る
。

　
『
花
の
咲
か
な
い
冬
の
時
期
は
深

く
、
深
く
、
根
を
伸
ば
せ
』

　

こ
の
言
葉
が
あ
っ
た
か
ら
最
後
ま

で
踏
ん
張
れ
た
。

　

僕
の
就
職
活
動
は
、
家
族
、
友
達
、

恩
師
、
同
期
の
仲
間
、
そ
し
て
様
々

な
『
出
会
い
』
に
支
え
ら
れ
た
就
職

活
動
だ
っ
た
。
そ
し
て
今
、
僕
は
人

と
企
業
、
人
と
学
校
、
そ
し
て
、
人

と
人
と
の
『
出
会
い
』
を
創
造
す
る

仕
事
を
し
て
い
る
。

Ｐ
Ｒ
の
素
材
を
見
つ
け
る
こ
と
も
で

き
た
し
、
自
分
を
見
つ
め
直
す
良
い

機
会
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
企
業
セ
ミ
ナ
ー
に
は
積

極
的
に
参
加
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
企

業
の
方
の
お
話
を
直
接
聞
く
こ
と

で
、
だ
ん
だ
ん
と
就
職
活
動
や
働
く

こ
と
に
つ
い
て
、
今
ま
で
以
上
に
真

剣
に
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
が
無
事
に
就
職
活
動
を
終
え
ら

れ
た
の
も
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の

ス
タ
ッ
フ
の
方
に
お
世
話
に
な
っ
た

お
か
げ
で
し
た
。
も
し
、
就
職
活
動

で
何
か
ら
始
め
れ
ば
良
い
か
わ
か
ら

な
い
人
が
い
れ
ば
、
ま
ず
は
キ
ャ
リ

ア
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
に
行
く
と
良

い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
就
職
活
動
を
通
し
て
、
働
く

こ
と
に
つ
い
て
の
考
え
方
が
変
わ

り
、
そ
し
て
新
し
い
自
分
を
発
見
で

き
ま
し
た
。

㈱
毎
日
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ズ

恩
師
、
仲
間
、
家
族
…

 

「
出
会
い
」が
支
え
に

三
井
住
友
銀
行

働
く
事
の
意
義
み
つ
け

新
し
い
自
分
を
再
発
見
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